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はじめに 

 

「第
だい

13回
かい

にほんごで話
はな

そう！日
に

本
ほん

語
ご

スピーチ大
たい

会
かい

」には、インドネシア、ベトナム、中 国
ちゅうごく

、

韓国
かんこく

、アメリカ、ペルー、の 6カ
か

国
こく

にルーツを持
も

つ 13名
めい

が 出
しゅつ

場
じょう

し、将
しょう

来
らい

の夢
ゆめ

、家
か

族
ぞく

への想
おも

い、

日
に

本
ほん

での異
い

文
ぶん

化
か

体
たい

験
けん

など様
さま

々
ざま

なテーマに沿
そ

って、自分
じ ぶ ん

の思
おも

いや 考
かんが

えを日
に

本
ほん

語
ご

で発 表
はっぴょう

しました。 

 

 今
こん

大会
たいかい

に 出 場
しゅつじょう

されたスピーチ発 表 者
はっぴょうしゃ

の 心
こころ

のメッセージを、より多
おお

くの人々
ひとびと

に届
とど

けるため、

この記録集
きろくしゅう

を作成
さくせい

しました。来 場 者
らいじょうしゃ

から寄
よ

せられたスピーチの感
かん

想
そう

や発 表 者
はっぴょうしゃ

への激
げき

励
れい

のメッセ

ージの一
いち

部
ぶ

もこの記
き

録
ろく

集
しゅう

に掲
けい

載
さい

いたしましたので、どうぞご覧
らん

下
くだ

さい。 

 

今
こん

大会
たいかい

の実施
じ っ し

に対
たい

し、スピーチ発
はっ

表
ぴょう

者
しゃ

をはじめ、会
かい

場
じょう

までお越
こ

しいただいた多
おお

くの市
し

民
みん

の皆
みな

様
さま

、発
はっ

表
ぴょう

者
しゃ

を日
ひ

頃
ごろ

から支
し

援
えん

されている日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

や学
がっ

校
こう

の先
せん

生
せい

方
がた

、そして今
こん

大
たい

会
かい

に 協
きょう

賛
さん

いた

だいた企
き

業
ぎょう

・団
だん

体
たい

の皆
みな

様
さま

に 心
こころ

より感
かん

謝
しゃ

申
もう

し上
あ

げます。 

 

発 表 者
はっぴょうしゃ

の思
おも

いが皆
みな

様
さま

に届
とど

き、そして周
まわ

りの在 住
ざいじゅう

外国人
がいこくじん

とのコミュニケーションのきっかけに

していただければ 幸
さいわい

です。 

主催者
しゅさいしゃ

一同
いちどう

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この大
たい

会
かい

は、市
し

内
ない

の日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

で作
つく

る「大
やま

和
と

日
に

本
ほん

語
ご

支
し

援
えん

ボランティアネットワーク」、大
やま

和
と

市
し

で国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

活
かつ

動
どう

を続
つづ

けるボランティア団体
だんたい

「やまと国
こく

際
さい

フレンドクラブ（IFC）」および「公
こう

益
えき

財
ざい

団
だん

法
ほう

人
じん

大
やま

和
と

市
し

国
こく

際
さい

化
か

協
きょう

会
かい

」の 共
きょう

催
さい

により実
じっ

施
し

しました。 
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前
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1 フィン グェン ミン アイン 日本
に ほ ん

で生
う

まれてうれしかったこと 1 

2 パメラ ステア 日本語
に ほ ん ご

を覚
おぼ

えて話
はな

して楽
たの

しむ 3 

3 チェピ ヒダヤット 私
わたし

の仕事
し ご と

 ６ 

4 楊
よう

 嘉
かく

敏
びん

 来日後
ら い に ち ご

の生活
せいかつ

 9 

5 ⽜
ぎゅう

 睿
ろい

杭
こう

 兄
あに

と 私
わたし

 12 

6 アリ プルノモ アジ 私
わたし

が感心
かんしん

した日本
に ほ ん

の文化
ぶ ん か

と習 慣
しゅうかん

 14 

7 元⽥
げ ん だ

 舞
まい

 しなやかに舞
ま

う 17 

8 ラミレス キヨミ 私
わたし

の夢
ゆめ

 20 

9 アンガ アスディヤンザー 私
わたし

が作
つく

る未
み

来
らい

 22 

10 鮑
ほう

 瑩
えい

蕊
ずい

 日
に

本
ほん

で見
み

つけた 新
あたら

しい生
い

き甲
が

斐
い

 25 

11 ディンダ 麗⼦
れ い こ

 扉
とびら

を開
あ

けて 28 

12 朴
ぱく

 順
すん

徳
とく

 もっと 心
こころ

を開
ひら

いて 31 

1３ アリ アクマル ルトフィ マウラナ 出
で

会
あ

いが 私
わたし

を作
つく

る 34 

 

 講 評
こうひょう

  37 

 受 賞 者
じゅしょうしゃ

一覧
いちらん

  38 
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発 表 者
はっぴょうしゃ

1  ●出 身
しゅっしん

・ルーツ 

 フィン グェン ミン アイン  ベトナム 

 

●日本
に ほ ん

に来
き

たのはいつ？ 

日本
に ほ ん

生
う

まれ 

●発 表 者
はっぴょうしゃ

コメント 

  

 

 

 

●推薦者
すいせんしゃ

コメント 【大和
や ま と

市立
し り つ

柳 橋
やなぎばし

小 学 校
しょうがっこう

国
こく

際
さい

教
きょう

室
しつ

担当
たんとう

 中村
なかむら

弘子
ひ ろ こ

先生
せんせい

】 

 

 

 

 

 

スピーチタイトル 「日
に

本
ほん

に生
う

まれてうれしかったこと」 

 

 私の家
か

ぞくは、おとうさん、おかあさん、

おねえさん、いもうとと 私
わたし

で５人家
に ん か

ぞくです。

みんなベトナム人
じん

です。私
わたし

が日本語
に ほ ん ご

を話
はな

せる

ようになったのは、５才
さい

のころです。ようち園
えん

で、おにごっこやかくれんぼをしたときに、

ともだちに日本語
に ほ ん ご

を教
おし

えてもらいました。 

 

小 学 生
しょうがくせい

になってからは、ようち園
えん

よりボー

ルけりの遊
あそ

びが多
おお

くなり、すごく楽
たの

しくなっ

てきました。学校
がっこう

のべん 強
きょう

はすきでしたが、

理科
り か

は苦手
に が て

です。国語
こ く ご

のかん字
じ

がすごくむず

かしいと思
おも

いました。ようち園
えん

からなかよし

のアイリンちゃんとすごくなかよくなってべ

ん 強
きょう

もふたりでがんばりました。 

 

日本
に ほ ん

の学校
がっこう

には、いろんな楽
たの

しいことがあ

ります。それは、友
とも

だちと外
そと

や体育館
たいいくかん

で、ほ

うかごも遊
あそ

べることです。すきな遊
あそ

びをたく

さんできるからです。パパやママの子
こ

どもの

ころは、外
そと

にでることがなかったそうです。 

 

でも楽
たの

しいべん 強
きょう

だけではありません。

理科
り か

と英語
え い ご

が 私
わたし

は苦手
に が て

です。理科
り か

はかんさつ

や実
じっ

けんのけっかを書
か

いたり、よそうしたり

します。いろいろむずかしい用語
よ う ご

がでてきま

す。英語
え い ご

も少
すこ

しわかるけど読
よ

めません。発音
はつおん

が

むずかしいです。ローマ字
じ

は書
か

けますが、読
よ

み

かたがむずかしいです。 

 

でも 私
わたし

の目 標
もくひょう

は、「大学
だいがく

」へ行
い

くことです。

なんでも興味
きょうみ

をもち学 習
がくしゅう

にとりくみ、友
とも

だち思
おも

いで困
こま

っている友
とも

だちにもやさしく声
こえ

を

かけてくれます。自信
じ し ん

をもって日本語
に ほ ん ご

でみなさんによびかけると思
おも

います。よろしくお願
ねが

いします。 

みんなにきいてもらいたい。 
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これからたくさん読
よ

んだり書
か

いたりします。

かん字
じ

も読
よ

めなければ、せつめいできません。

人
ひと

に伝
つた

えることはむずかしいけれど、ここの

スピーチ大会
たいかい

で話
はな

せたことは、私
わたし

のじしんに

なります。 

これからもがんばっていきたいです。おう

えんしてください。きょうはありがとうござ

いました。 

 

 

 

●来 場 者
らいじょうしゃ

・発 表 者
はっぴょうしゃ

からの応援
おうえん

メッセージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・フィンさん 大学
だいがく

へ行
い

く夢
ゆめ

をかなえてください。応援
おうえん

しています。(竹下
たけした

) 

・アインさん スピーチがんばりましたね！たくさん勉 強
べんきょう

して大学
だいがく

をめざしてね。 

 (IFC 長谷部
は せ べ

) 

・フィン グェン ミン アインさん 学校
がっこう

で、がんばっている様子
よ う す

がよくわかりました。 

 （すとう） 

・ミン アインチャン よくできました。 

・かわいくて良
よ

かったよ。もうすこし大
おお

きく元気
げ ん き

でしゃべるともっと良
よ

かったね。（K.K.） 

・アインへ 声
こえ

がもうすこし大
おお

きかったらよかったよ。これからもがんばれ。（りんより） 

・フィンさん 一番最初
いちばんさいしょ

の発表者
はっぴょうしゃ

なのに、とても落
お

ち着
つ

いてスピーチしていましたね！とても

 良
よ

かったです！(田中
た な か

) 

・上手
じょうず

！！発音
はつおん

がきれい^o^。がんばってね！（Sachiyo） 

・フィンさん、発 表
はっぴょう

がんばったね。（トキオカ ノリコ） 

・ミン アインチャン かわいくて日本語
に ほ ん ご

が上手
じょうず

ですね。スピーチはよく出来
で き

ました。これか

らも頑張
が ん ば

ってください。 
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発 表 者
はっぴょうしゃ

2  ●出 身
しゅっしん

・ルーツ 

 パメラ ステア  アメリカ 

 

●日本
に ほ ん

に来
き

たのはいつ？ 

 2015年
ねん

8月
がつ

１日
たち

 

●発 表 者
はっぴょうしゃ

コメント 

  

 

 

 

 

●推薦者
すいせんしゃ

コメント 【つきみ野
の

あいうえお 須藤
す と う

和子
か ず こ

先生
せんせい

】 

 

 

 

 

 

スピーチタイトル 「日本
に ほ ん

語
ご

を覚
おぼ

えて話
はな

して楽
たの

しむ」 

 

 みなさんこんにちは！パメラ・ステアです。

アメリカ人
じん

です。日本語
に ほ ん ご

を覚
おぼ

えて話
はな

して楽
たの

し

む！を始
はじ

めます。 

 

 日本
に ほ ん

に来
き

て、日本語
に ほ ん ご

を習
なら

って、人
ひと

と話
はな

して

色々
いろいろ

な楽
たの

しい経験
けいけん

をしました。ある日
ひ

電車
でんしゃ

に

乗
の

っていたら、傍
そば

の中 学 生
ちゅうがくせい

ぐらいの 男
おとこ

の子
こ

２人
り

が話
はな

しているのが聞
き

こえました。 

「あ、外人
がいじん

いるよ！」 

「そうだね！おおきい足
あし

だねぇ！」 

「おおきいねぇ！」 

電車
でんしゃ

の中
なか

には他
ほか

に外国人
がいこくじん

はいません。私
わたし

のこ

とを話
はな

していると分
わか

りました。そこで 私
わたし

は、

「はい！そうですね！」と足
あし

を上
あ

げて２人
り

に

見
み

せました。吃驚
びっくり

した２人
り

は目
め

を丸
まる

くして黙
だま

ってしまいました。電車
でんしゃ

の中
なか

の人
ひと

たちは、手
て

を

口
くち

に当
あ

てて笑
わら

いました。日本語
に ほ ん ご

が分
わ

かって面
おも

白
しろ

い経験
けいけん

をしました。 

 

 間
ま

違
ちが

いからも日本語
に ほ ん ご

を覚
おぼ

えました。ある時
とき

パンを買
か

いに行
い

きました。店員
てんいん

さんに「この

パンにくすり入
はい

ってますか？」と聞
き

きました。

店員
てんいん

さんは驚
おど

いた顔
かお

をして「くすり？」と言
い

い

ました。店員
てんいん

さんの顔
かお

を見
み

て、私
わたし

はすこし 考
かんが

えました。「あ、くるみです！」と言
い

いました。

店員
てんいん

さんは、「ああ、クルミ、クルミ入
はい

ってま

来日
らいにち

して以来
い ら い

、パメラさんは富士山
ふ じ さ ん

に登
のぼ

ったり、札幌
さっぽろ

雪
ゆき

祭
まつ

りや祇園
ぎ お ん

祭
まつ

りに行
い

ったりして、

日本
に ほ ん

各地
か く ち

を旅行
りょこう

し、日本
に ほ ん

料理
りょうり

や生
い

け花
ばな

も習
なら

っています。毎日
まいにち

の生活
せいかつ

では買
か

い物
もの

や電車
でんしゃ

の中
なか

で、気
き

さくに誰
だれ

にでも話
はな

しかけて、会話
か い わ

を楽
たの

しみながら、日本人
に ほ ん じ ん

や日本語
に ほ ん ご

を理解
り か い

しよう

と努力
どりょく

しています。礼儀
れ い ぎ

正
ただ

しい日本語
に ほ ん ご

を話
はな

すことが彼女
かのじょ

の目 標
もくひょう

です。 

 

日本語
に ほ ん ご

で話
はな

してみると、言
い

いまちがいや聞
き

き

まちがいもあり、思
おも

ってもいない反応
はんのう

にあ

い、たのしい経験
けいけん

をいろいろしました。忘
わす

れ

られない経
けい

験
けん

をみなさんに話
はな

したいと思
おも

い

ました。
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す！」と言
い

ってにっこりしました。くすりと

クルミはおおきな違
ちが

いです。忘
わす

れられない

日本語
に ほ ん ご

です。 

 

 日本語
に ほ ん ご

の意味
い み

の違
ちが

いも覚
おぼ

えました。リンゴ

が“あまくておいしい”というときに“リン

ゴはうまい！”と言
い

いますね。うまい！を覚
おぼ

え

て、教 室
きょうしつ

で「 私
わたし

のケーキはとてもうまいで

す。」と言
い

ったら、先生
せんせい

は、「パメラさんは、

うまいを使
つか

わないで！うまいは 男
おとこ

の人
ひと

の

言葉
こ と ば

です。」と言
い

いました。 

 買
か

い物
もの

で、スーパーの店員
てんいん

さんに話
はな

しかけ

ると、「日本語
に ほ ん ご

、うまいねぇ～」と言
い

いました。

私
わたし

は混乱
こんらん

して、「 私
わたし

の日本語
に ほ ん ご

は“あまくて、

おいしい”ですか？”」と聞
き

きました。彼
かれ

は「い

やいや、日本語
に ほ ん ご

上手
じょうず

だねぇ～」といいました。 

うまいには、上手
じょうず

という意味
い み

もがあるのが分
わ

かりました。 

 

 楽
たの

しい経験
けいけん

もしました。ある日
ひ

アメリカ人
じん

の友人
ゆうじん

数人
すうにん

で基地
き ち

の外
そと

に夕 食
ゆうしょく

に出
で

かけまし

た。行
い

く予定
よ て い

のレストランが定休日
ていきゅうび

と分
わ

かり

ました。それでお寿
す

司
し

を食
た

べようということ

になり、お寿司屋
す し や

を探
さが

しました。よく知
し

らな

いところで、なかなか見
み

つかりません。うろ

うろしてたら浴衣
ゆ か た

に下駄
げ た

、頭
あたま

にはねじり鉢
はち

巻
まき

きの酔
よ

っぱらいが通
とお

りかかり、「アメリカ人
じん

で

しょ！ここで何
なに

してんの？」と 私
わたし

の肩
かた

をポン

と叩
たた

いて聞
き

きました。 

「お寿司屋
す し や

を探
さが

しています。」と言
い

うと、「知
し

っ

てるよ！ついてきな！」と言
い

って歩
ある

き出
だ

しま

した。友人
ゆうじん

たちは、「酔
よ

っぱらいと話
はな

して、付
つ

いていくなんて、やめましょう！」と言
い

いま

した。私
わたし

は、「何
なに

言
い

ってんの！ここは日本
に ほ ん

よ！

アメリカじゃないのよ！大丈夫
だいじょうぶ

よ！」と言
い

っ

て、皆
みんな

で付
つ

いていきました。彼
かれ

はとても美
お

味
い

しくて雰
ふん

囲
い

気
き

もいいお寿
す

司
し

屋
や

さんにつれって

くれました。 皆
みんな

大
おお

喜
よろこ

びでした。彼
かれ

はもう

夕 食
ゆうしょく

を済
す

ませていましたが、「ビール、あり

がとう！」と言
い

ってお礼
れい

のビールを飲
の

みまし

た。道
みち

で人
ひと

に話
はな

しかけられ、それに答
こた

えて 話
はなし

をして忘
わす

れられない思
おも

い出
で

になりました。 

  

 日
に

本語
ほ ん ご

を話
はな

すことで、ビックリさせたり、間
ま

違
ちが

えたり、意味
い み

の違
ちが

いを覚
おぼ

えたり、親切
しんせつ

な人
ひと

に

出
で

会
あ

って忘
わす

れられない思
おも

い出
で

になったり、い

つもいつも面
おも

白
しろ

い旅
たび

を経験
けいけん

しています。 

 熱心
ねっしん

に日本語
に ほ ん ご

を教
おし

えてくれる先生方
せんせいがた

、出
で

会
あ

った人
ひと

たち、どうもありがとう、私
わたし

はこれか

らも楽
たの

しい日
に

本
ほん

語
ご

の旅
たび

を続
つづ

けます。 

 みなさん、ありがとうございました。 

 

  

 

●来 場 者
らいじょうしゃ

・発 表 者
はっぴょうしゃ

からの応援
おうえん

メッセージ 

 

 

 

 

  

・Pamela 練 習
れんしゅう

をたくさんしてとってもとっても感動
かんどう

する良
よ

いスピーチでした！お疲
つか

れ様
さま

でした。

（Chiemi） 

・パメラ ステア はっきり、ゆっくり発 表
はっぴょう

できました。練 習
れんしゅう

の成果
せ い か

がでています。おもしろか

ったです。（すとう） 
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・Pamela さん Thank you so much for your wonderful speech. I hope you will enjoy 

your stay in Japan and make friends with lots of Japanese. Have fun! (Tanaka) 

・うまくまとめて、うまくしゃべれています。（K.K.） 

・パメラさん いっしょうけんめいれんしゅうしたせいかがありましたね。すばらしいスピー

チでした。（つきみ野
の

あいうえお 若 林
わかばやし

） 

・日本語
に ほ ん ご

で苦労
く ろ う

した事
こと

を話
はな

せていました。たくさん練 習
れんしゅう

してがんばっていました。（むね） 

・パメラさん 日本
に ほ ん

での色々
いろいろ

な経験
けいけん

をジェスチャーをまじえユーモアに語
かた

っていて大変
たいへん

良
よ

かっ 

 たです。日本
に ほ ん

の文化
ぶ ん か

や習 慣
しゅうかん

に興味
きょうみ

をもって学
まな

んでいる様子
よ う す

が表 現
ひょうげん

出来
で き

ていました。(原田
は ら だ

) 

・よくやりました。^o^（ナタリア） 

・面白
おもしろ

い経験
けいけん

をされましたね。くるみ or くすり、電車
でんしゃ

の中学生
ちゅうがくせい

。（Sachiyo） 

・今日
き ょ う

の青空
あおぞら

のように、うまくしゃべれるかという不安
ふ あ ん

もふっきれたようなすばらしいスピー 

 チ、身
み

ぶり手
て

ぶりでした。ありがとう。(望月
もちづき

) 

・パメラさん 今日
き ょ う

のスピーチはよかったです。パメラさんのスピーチでわらわせてもらい、

ありがとうございました。 

・もっともっと楽
たの

しい生活
せいかつ

をこれからも日本
に ほ ん

で送
おく

ってください。Keep on smiling! (牧野
ま き の

) 

・いろいろな経験
けいけん

をして日本
に ほ ん

での生活
せいかつ

を楽
たの

しんでください。 

・パメラさん まちがったにほんごからおぼえた 話
はなし

がとてもおもしろかったです。くるみ、く

すり？（ときおかのりこ） 

・パメラさん speech良
よ

かったですよ！最高
さいこう

！！（あいうえお 中西
なかにし

） 

・日本
に ほ ん

と日本語
に ほ ん ご

を Enjoy されているようで、とても良
よ

かったです。 

・パメラさん 日本
に ほ ん

での経験
けいけん

はすばらしいですね。これからも楽
たの

しい日本
に ほ ん

の旅
たび

を続
つづ

けてくださ

い。（きのした） 

・パメラさんへ 色々
いろいろ

な体験
たいけん

からさらに日本語
に ほ ん ご

を楽
たの

しんで下
くだ

さいね。スピーチ、良
よ

かったです

よ。（やまびこ さいとう） 

・パメラさん 楽
たの

しいスピーチをありがとうございます。日本語
に ほ ん ご

の表 現
ひょうげん

はむずかしいですがが

んばっているのが伝
つた

わりました。(IFC長谷部
は せ べ

) 

・パメラさん 日本語
に ほ ん ご

はむつかしいですね。これからも日本
に ほ ん

でたくさんの思
おも

い出
で

をつくってく

ださい。（竹下
たけした

） 

・たくさんのできごとをおもしろくお話
はな

しできていました。 

・パメラさんへ 日本語
に ほ ん ご

を勉 強
べんきょう

するために積極的
せっきょくてき

に日本人
に ほ ん じ ん

と会話
か い わ

を楽
たの

しもうとする姿勢
し せ い

はとて

も素晴
す ば

らしいです！！これからも日本語
に ほ ん ご

の旅
たび

を続
つづ

けて沢山
たくさん

思
おも

い出
で

を作
つく

ってください。（つきみ

野
の

あいうえお 山岡
やまおか

） 

・パメラさん とてもおもしろいスピーチでした。（すずき まりこ） 
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発 表 者
はっぴょうしゃ

3  ●出 身
しゅっしん

・ルーツ 

 チェピ ヒダヤット  インドネシア 

 

●日本
に ほ ん

に来
き

たのはいつ？ 

 2015年
ねん

5月
がつ

16日
にち

 

●発 表 者
はっぴょうしゃ

コメント 

  

 

 

 

●推薦者
すいせんしゃ

コメント 【巡 回
じゅんかい

指導室
し ど う し つ

 近藤
こんどう

直也
な お や

さん】 

 

 

 

 
 

 

スピーチタイトル 「 私
わたし

の仕事
し ご と

」 

 

皆
みな

さん、こんにちは。私
わたし

は、チェピ・ヒダ

ヤットと申
もう

します。歳
とし

は 21歳
さい

です。平成
へいせい

28

年
ねん

5月
がつ

に 私
わたし

はインドネシアから参
まい

りました。

日本
に ほ ん

で、私
わたし

は研 修 生
けんしゅうせい

として、約
やく

２年
ねん

間
かん

実
じっ

習
しゅう

を受
う

けています。大和市
や ま と し

にある、株式
かぶしき

会社
がいしゃ

ニ

ッコーという会社
かいしゃ

で、 私
わたし

は学
まな

んでいます。

外国人
がいこくじん

の実 習 生
じっしゅうせい

は、インドネシアからの人
ひと

し

かいません。 

 

今日
き ょ う

、 私
わたし

は、 私
わたし

の仕事
し ご と

について話
はな

したい

です。皆
みな

さん、仕事
し ご と

って、いろいろとたくさ

んありますね。先生
せんせい

やコックさんや駅員
えきいん

など

があります。高校生
こうこうせい

の時
とき

に、私
わたし

の専門
せんもん

は調理
ちょうり

学科
が っ か

でした。私
わたし

の友達
ともだち

が「何
なん

でその学校
がっこう

に行
い

きたいのですか？」と聞
き

きました。私
わたし

が答
こた

え

たのは、私
わたし

は、大
おお

きな夢
ゆめ

を持
も

っています。な

んだと思
おも

いますか？それは、進
すす

んだ技
ぎ

術
じゅつ

を持
も

つ、日本
に ほ ん

に行
い

って、その技術
ぎじゅつ

を学
まな

ぶことでし

た。日本
に ほ ん

の物
もの

作
づく

りは、本当
ほんとう

に素
す

晴
ば

らしいです。

インドネシアのために、努力
どりょく

することが、私
わたし

の夢
ゆめ

だったのです。そして、私
わたし

は料理
りょうり

が好
す

き

でコックさんになりたい、そんな気
き

持
も

ちがあ

りました。 

 

その夢
ゆめ

を、叶
かな

えるためには、まず調理
ちょうり

学科
が っ か

に

入 学
にゅうがく

をして、実 力
じつりょく

を付
つ

けなければいけませ

ん。受験
じゅけん

はとてもたいへんでした。筆記
ひ っ き

や運動
うんどう

能 力
のうりょく

試験
し け ん

などがありました。競 争 率
きょうそうりつ

が３倍
ばい

以上
いじょう

で、とても 難
むずか

しく、合格
ごうかく

発 表
はっぴょう

までの２

週
しゅう

間
かん

不
ふ

安
あん

になりました。発 表
はっぴょう

を見
み

ることが

怖
こわ

くなって、緊 張
きんちょう

しました。しかし、失敗
しっぱい

し

ても、諦
あきら

めてはいけないと思
おも

いました。そう

昨年
さくねん

の大和
や ま と

スピーチコンテストを見
み

た際
さい

、来年
らいねん

は是非
ぜ ひ

自分
じ ぶ ん

がスピーチを 行
おこな

いたいと 心
こころ

に

決
き

めて、１年間
ねんかん

の学 習
がくしゅう

に励
はげ

んだとのことです。職場
しょくば

でも多
おお

くの日本人
に ほ ん じ ん

の方
かた

に囲
かこ

まれ円滑
えんかつ

に

コミュニケーションをとりながら業務
ぎょうむ

に励
はげ

んでおります。彼
かれ

は技能
ぎ の う

実 習 生
じっしゅうせい

で期間
き か ん

が満 了
まんりょう

すれば帰国
き こ く

となりますが、日本
に ほ ん

での良
よ

い思
おも

い出
で

と彼
かれ

の自信
じ し ん

につながればと思
おも

います。 

 

私
わたし

のべんきょうした日本語
に ほ ん ご

が今
いま

どこまでで

きるか、みなさんに話
はな

したい、その気持
き も

ちが

あって参加
さ ん か

しました。 
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したら、だんだん落
お

ち着
つ

いた気
き

持
も

ちで、合格
ごうかく

発 表
はっぴょう

を見
み

ることができました。結果
け っ か

は、合格
ごうかく

でした。 

  

 日本
に ほ ん

で、私
わたし

の仕事
し ご と

は、冷凍
れいとう

食 品
しょくひん

製 造 業
せいぞうぎょう

で

す。会社
かいしゃ

での職場
しょくば

のセクションは、三
みっ

つあり

ます。処理
し ょ り

と製造
せいぞう

と出荷
しゅっか

です。処理
し ょ り

で、食 材
しょくざい

の選別
せんべつ

、洗 浄
せんじょう

作業
さぎょう

をして、皮
かわ

むき・洗
あら

い・カ

ット作業
さぎょう

で 食 材
しょくざい

の準備
じゅんび

をしてから、 計 量
けいりょう

作業
さぎょう

です。製造
せいぞう

では、処理
し ょ り

で準備
じゅんび

した、食 材
しょくざい

を 食 品
しょくひん

にします。調理
ちょうり

機械
き か い

の準備
じゅんび

や運転
うんてん

・

移動
い ど う

作業
さぎょう

や、加熱
か ね つ

調理
ちょうり

や温度
お ん ど

測定
そくてい

をします。

出荷
しゅっか

では、調理
ちょうり

状 態
じょうたい

の確認
かくにん

と冷凍
れいとう

作業
さぎょう

です。

その後
ご

、包装
ほうそう

をして、箱
はこ

入
い

れ作
さ

業
ぎょう

をします。

それから、お 客
きゃく

様
さま

に販売
はんばい

します。 

 

 会
かい

社内
しゃない

で 私
わたし

の仕事
し ご と

は、製造
せいぞう

のフライヤーラ

インです。 私
わたし

にとって、重 要
じゅうよう

な仕事
し ご と

がたく

さんあります。それは、温度
お ん ど

と時間
じ か ん

をよく

調 節
ちょうせつ

することです。指示書
し じ し ょ

に、フライヤーの

温度
お ん ど

と時間
じ か ん

が書
か

いてありますが、温度
お ん ど

・野菜
や さ い

の

水
すい

分 量
ぶんりょう

によって、具
ぐ

が硬
かた

くなったり、柔
やわ

らか

くなったりします。ちょうどいい商 品
しょうひん

を作
つく

る

ために温度
お ん ど

と時間
じ か ん

を調 節
ちょうせつ

しています。 

 

 私
わたし

は、会社
かいしゃ

に行
い

って、仕事
し ご と

をして、いいも

のを作
つく

って、そして、日本人
に ほ ん じ ん

の 働
はたら

き方
かた

を勉 強
べんきょう

したいです。会社
かいしゃ

で学
まな

ぶことって、仕事
し ご と

だけ

ではなくて、たとえば時間
じ か ん

があります。日本人
に ほ ん じ ん

は、その時間
じ か ん

を大事
だ い じ

にしています。 

 

会社
かいしゃ

では、５Ｓと挨拶
あいさつ

とホウレンソウを

大切
たいせつ

にしています。５Ｓとは、整理
せ い り

・清掃
せいそう

・

整頓
せいとん

・清潔
せいけつ

・しつけです。挨拶
あいさつ

とはおはよう

ございます・いらっしゃいませ・ありがとう

ございます・お疲
つか

れ様
さま

でした、などです。相手
あ い て

の目
め

を見
み

て、大
おお

きな声
こえ

で、元気
げ ん き

よく 行
おこな

います。

ホウレンソウとは、報告
ほうこく

・連絡
れんらく

・相談
そうだん

です。

この５Ｓとホウレンソウはどこの会社
かいしゃ

でもよ

く使
つか

います。ですから、大切
たいせつ

です。 

 会社
かいしゃ

で、安全
あんぜん

と品質
ひんしつ

と効率
こうりつ

をアップするた

めにあるからです。たぶん、皆
みな

さん、もうご存
ぞん

じですね。５Ｓと挨拶
あいさつ

とホウレンソウは、と

ても大事
だ い じ

で、いいことです。会社
かいしゃ

の 力
ちから

を１０

０％発揮
は っ き

するためです。 

 

 私
わたし

は、フライヤーでけっこういろいろな揚
あ

げ物
もの

を作
つく

れるようになりました。天
てん

ぷらとカ

ツとコロッケとハンバーグと団子
だ ん ご

を揚
あ

げてま

す。先輩
せんぱい

は、とても優
やさ

しく、食 品
しょくひん

を作
つく

る時
とき

、

新
あたら

しいこと、たとえば作
つく

り方
かた

やフライヤーの

成型機
せ い け い き

の動
うご

き方
かた

を教
おし

えてくれました。仕事
し ご と

も

いろいろ変
か

わるたびに、新
あたら

しいことを覚
おぼ

えな

ければいけないので、ただしいやり方
かた

など、

たくさん勉 強
べんきょう

しました。 

 

おかげで、仕事
し ご と

にも慣
な

れ、今
いま

ではどんな担当
たんとう

になっても、自信
じ し ん

を持
も

ってやることができる

ようになりました。私
わたし

の夢
ゆめ

は、日本
に ほ ん

で学
まな

んだ

ことを生
い

かして、日本
に ほ ん

の料理
りょうり

のレストランを

開
ひら

きたいです。そして、インドネシアの 食
しょく

の

発展
はってん

の役
やく

に立
た

ちたいと思
おも

います。 

（写真
しゃしん

）これは 私
わたし

の未来
み ら い

の 姿
すがた

です。ご清
せい

聴
ちょう

、ありがとうございました。 
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●来 場 者
らいじょうしゃ

・発 表 者
はっぴょうしゃ

からの応援
おうえん

メッセージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・チェピさん ５S とホウレンソウ、あいさつは仕事
し ご と

で大切
たいせつ

ですね。レストランを作
つく

る夢
ゆめ

かな

えてください！(竹下
たけした

) 

・日本語
に ほ ん ご

のむずかしい単語
た ん ご

の発音
はつおん

がすばらしい。大
おお

きな声
こえ

ではっきりしたスピーチはとてもわ

かりやすかったです。 

・ステキなレストランを作
つく

ってくださいね。しっかりいいことだけべんきょうして、たいせつ

なにんげんになるため、がんばれ・・・・（フセイン） 

・チェピさん ５S、あいさつ、ほうれんそう、どんな仕事
し ご と

でも憶
おぼ

えた！インドネシアでのあ

なたのお店
みせ

にいってみたいです！頑張
が ん ば

れ！！（きのした） 

・未来
み ら い

のレストラン、オーナーですね。(牧野
ま き の

) 

・チェピさん ゆめに向
む

かってたくさんのことを学
まな

んでいるのですね。すばらしい！！（とき

おか のりこ） 

・すばらしい人材
じんざい

。 

・チェピ ヒダヤットさん 大
おお

きな声
こえ

でとてもわかりやすかったです。日本
に ほ ん

料理
りょうり

のレスト

ランを開
ひら

く夢
ゆめ

がかなうことを願
ねが

っています。（すとう） 

・チェピさん 夢
ゆめ

がかなうといいですね。お店
みせ

に食
た

べに行
い

きたいので是非
ぜ ひ

頑張
が ん ば

って下
くだ

さい。 

（ヤマオカ） 

・文法
ぶんぽう

が完
かん

ぺき！和食
わしょく

レストラン頑張
が ん ば

ってネ！（Sachiyo） 

・日本
に ほ ん

とインドネシアのかけ橋
はし

になって下
くだ

さい。(青柳
あおやぎ

)  

・チェピさんへ 大
おお

きな夢
ゆめ

がかないますよう、これからも元気
げ ん き

で頑張
が ん ば

ってください。 

・チェピさん すばらしかったです！！ ますます頑張
が ん ば

ってください！ 

・チェピさん はっきりした話
はな

し方
かた

で聞
き

きやすかったです。インドネシア料理
りょうり

レストランを作
つく

って下
くだ

さい。 

・チェピさん 日本
に ほ ん

で学
まな

んだことを生
い

かして日本
に ほ ん

とインドネシアのかけ橋
はし

になって下
くだ

さいね。

(IFC長谷部
は せ べ

) 

 



第
だい

13回
かい

にほんごで話
はな

そう！日
に

本
ほん

語
ご

スピーチ大
たい

会
かい

 

9 

発 表 者
はっぴょうしゃ

4  ●出 身
しゅっしん

・ルーツ 

 楊
よう

 嘉
かく

敏
びん

  中 国
ちゅうごく

 

 

●日本
に ほ ん

に来
き

たのはいつ？ 

 2016年
ねん

5月
がつ

5
いつ

日
か

 

●発 表 者
はっぴょうしゃ

コメント 

  

 

 

 

●推薦者
すいせんしゃ

コメント 【日本語
に ほ ん ご

教 室
きょうしつ

かけはし 中村
なかむら

浩
ひろし

先生
せんせい

】 

 

 

 

 

スピーチタイトル 「来日後
ら い に ち ご

の生活
せいかつ

」 

 

 皆
みな

さん、こんにちは！楊
よう

と申
もう

します、中 国
ちゅうごく

から来
き

ました。2016年
ねん

６月
がつ

に日本
に ほ ん

に来
き

て、

もうすぐ２年
ねん

になります。 

 日本
に ほ ん

に来
く

る前
まえ

には日本
に ほ ん

の事
こと

を良
よ

く知
し

ってい

ると思
おも

い込
こ

んでいました。なぜかというと、彼
かれ

は日本
に ほ ん

で生活
せいかつ

していて、よく日本
に ほ ん

の事
こと

を話
はな

し

てくれました。また、当時
と う じ

私
わたし

も中 国
ちゅうごく

で日系
にっけい

企業
きぎょう

に勤
つと

めており、日本人
に ほ ん じ ん

の同 僚
どうりょう

から日本
に ほ ん

の

ことをよく聞
き

いていました。なので、何
なに

も準備
じゅんび

せずに自信満々
じしんまんまん

で来日
らいにち

しました。 

 

 しかし、日本語
に ほ ん ご

ができないため、 日 常
にちじょう

の

生活
せいかつ

をしていく上
うえ

で簡単
かんたん

なことさえ自分
じ ぶ ん

でで

きなくなり、深
ふか

い井
い

戸
ど

の底
そこ

にいるような虚
むな

し

さ・寂
さび

しさを感
かん

じました。 

 夫
おっと

と二人
ふ た り

で生活
せいかつ

を始
はじ

めましたが、彼
かれ

は毎
まい

日
にち

遅
おそ

くまで仕事
し ご と

をして、週 末
しゅうまつ

にも会社
かいしゃ

に出 勤
しゅっきん

していたため、普段
ふ だ ん

は一人
ひ と り

で家
いえ

に閉
と

じこもっ

ていました。テレビをつけても日本語
に ほ ん ご

がわか

らないし、外
そと

に出
で

ようと思
おも

っても行先
いきさき

はわか

らないし、話
はな

し相
あい

手
て

もいないため、毎日
まいにち

の会話
か い わ

は 夫
おっと

の出
で

かける時
とき

と帰宅
き た く

時
じ

の挨拶
あいさつ

だけでし

た。 

 

 ここで皆
みな

さんに質問
しつもん

があります。皆
みな

さんは

一日
いちにち

食
た

べることについて何
なん

回
かい

考
かんが

えています

か？一日
いちにち

三 食
さんしょく

、食
た

べても四
し

・五食
ごしょく

でしょう？

でも当時
と う じ

の 私
わたし

には出
で

来
き

ることが無
な

いので、

一 日 中
いちにちじゅう

ずっと食事
しょくじ

の準備
じゅんび

の事
こと

を 考
かんが

えていま

した。毎日家
まいにちいえ

の近
ちか

くにあった三
みっ

つのスーパー

来日
らいにち

して、２年
ねん

。６月
がつ

に日本語
に ほ ん ご

能 力
のうりょく

試験
し け ん

Ｎ２に挑 戦
ちょうせん

する予定
よ て い

。合否
ご う ひ

にかかわらず、本
ほん

大会
たいかい

に参加
さ ん か

することにより日本語
に ほ ん ご

の自信
じ し ん

を高
たか

めて欲
ほ

しい。 

 

毎日
まいにち

少
すこ

しずつ前
まえ

に進
すす

みましょう！ 
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を巡
めぐ

って、料理
りょうり

のために何時間
な ん じ か ん

も見
み

ていまし

た。夫
おっと

が家
いえ

に着
つ

くタイミングに合
あ

わせて、ご

飯
はん

を作
つく

ったり、お茶
ちゃ

を入
い

れたりして、準備
じゅんび

し

ていました。私
わたし

の 夫
おっと

はその時
とき

とても 幸
しあわ

せだ

と思
おも

います。なぜなら、体 重
たいじゅう

が 60 キロから

80 キロまで太
ふと

りました。でも、私
わたし

は当時
と う じ

の

自分
じ ぶ ん

が好
す

きではありません。当時
と う じ

の 私
わたし

は 24

歳
さい

、人生
じんせい

は料理
りょうり

だけではないと 考
かんが

えていまし

た。 

 

 2016年
ねん

９月
がつ

に姫路
ひ め じ

で初
はじ

めて日本語
に ほ ん ご

教 室
きょうしつ

に参加
さ ん か

しました、ボランティアの先生
せんせい

から

日本語
に ほ ん ご

を教
おし

えてもらったり、ごみ処理
し ょ り

工 場
こうじょう

に

見学
けんがく

に行
い

ったり、お祭
まつ

りに参加
さ ん か

したり、茶道
さ ど う

教 室
きょうしつ

に参加
さ ん か

したり、日本
に ほ ん

の文化
ぶ ん か

に多
おお

く触
ふ

れる

事
こと

ができました。その時
とき

から日本
に ほ ん

の生活
せいかつ

はバ

ラ色
いろ

に変
か

わりました。 

 

 2016年
ねん

12月
がつ

18日
にち

その日
ひ

をよく覚
おぼ

えてい

ます、はじめて電車
でんしゃ

に乗
の

って大阪
おおさか

の心
しん

斎
さい

橋
ばし

ま

で行
い

きました。１時
じ

間
かん

以
い

上
じょう

の距離
き ょ り

で乗
の

り替
か

え

も一回
いっかい

ありました。ドキドキして外
そと

の景色
け し き

を

みる余裕
よ ゆ う

もなく、ただただ乗
の

り越
こ

さないよう

に、耳
みみ

をそば立
だ

てて電車
でんしゃ

のアナウンスを聞
き

い

ていました。 

 それからは日本
に ほ ん

でのはじめてのことがたく

さん出来
で き

ました。初
はじ

めて銀行
ぎんこう

に行
い

って口座
こ う ざ

を

開
ひら

きました。初
はじ

めて一人
ひ と り

で病 院
びょういん

にいきました。

初
はじ

めてアルバイトの面接
めんせつ

を受
う

けました。目
め

の

前
まえ

で 倒
たお

れ た お じ い ち ゃ ん を 助
たす

け る 為
ため

に

救 急 車
きゅうきゅうしゃ

を呼
よ

びました。 

 

 今
いま

も毎日
まいにち

料理
りょうり

を作
つく

っています、でも 私
わたし

の

一日
いちにち

の生活
せいかつ

はもう料理
りょうり

だけではないのです。

日々
ひ び

、自動車
じ ど う し ゃ

学校
がっこう

、アルバイト、日本語
に ほ ん ご

の教 室
きょうしつ

などに通
かよ

っています。時間
じ か ん

のある時
とき

には一緒
いっしょ

にコーヒーを飲
の

んだり、散歩
さ ん ぽ

する友達
ともだち

も出来
で き

ました。 

 

このスビーチは波瀾万丈
はらんばんじょう

の人生
じんせい

を語
かた

って

いるものではなく、私
わたし

の来日後
ら い に ち ご

の平凡
へいぼん

な変化
へ ん か

だけであり、成 長
せいちょう

は毎日
まいにち

少
すこ

しずつですが，全
すべ

ては良
よ

い方向
ほうこう

に向
む

かっています。今
いま

は毎日
まいにち

や

る気
き

満々
まんまん

で過
す

ごしている事
こと

を実感
じっかん

しておりま

す。 

 

●来 場 者
らいじょうしゃ

・発 表 者
はっぴょうしゃ

からの応援
おうえん

メッセージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・楊
よう

さん 充 分
じゅうぶん

に練 習
れんしゅう

された語
かた

り口
くち

で大変
たいへん

よかったです。いつも前向
ま え む

きの姿勢
し せ い

で物事
ものごと

をこな

されている様子
よ う す

がよくわかりました。（原田
は ら だ

） 

・楊
よう

さんへ 声
こえ

がかわいい♡日本
に ほ ん

の生活
せいかつ

が楽
たの

しくなっているのは楊
よう

さんの好奇心
こ う き し ん

がそうさせ 

 ていると思
おも

います。色々
いろいろ

な事
こと

に楽
たの

しんで挑 戦
ちょうせん

する 姿
すがた

はとても素的
す て き

です。これからも頑張
が ん ば

っ

てね。（ヤマオカ） 

・落
お

ち着
つ

いて、話
はな

すスピードもよかった。 

・これからも笑顔
え が お

を忘
わす

れないで。（牧野
ま き の

） 

・日々
ひ び

の生活
せいかつ

の中
なか

で日本
に ほ ん

の文化
ぶ ん か

、習 慣
しゅうかん

を学
まな

びながら日本語
に ほ ん ご

を学 習
がくしゅう

していることが大変
たいへん

すばら

しいことだと思
おも

います。 
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・楊
よう

さん 来日
らいにち

2年
ねん

！びっくり！とても上手
じょうず

な日本語
に ほ ん ご

ですね。毎日
まいにち

の日 常
にちじょう

生活
せいかつ

がより良
よ

いも

のになる事
こと

を祈
いの

ります。（きのした） 

・お料理
りょうり

以外
い が い

のたくさんのことができるようになって良
よ

かったね。（Sachiyo） 

・楊
よう

さん 毎日
まいにち

よい方向
ほうこう

に変化
へ ん か

していく生活
せいかつ

の様子
よ う す

がよくわかりました。きれいな発音
はつおん

でし

た。（すとう） 

・日本語
に ほ ん ご

の発音
はつおん

・発声
はっせい

に今
いま

一段
いちだん

の努力
どりょく

を期待
き た い

する。 

・楊
よう

さん 日本
に ほ ん

で生活
せいかつ

する楽
たの

しさが伝
つた

わってきました。(竹下
たけした

) 

・楊
よう

さん 難
むずか

しい表 現
ひょうげん

も上手
じょうず

に使
つか

えていて、おどろきました。 

・楊
よう

さん とても感動
かんどう

をいただきました。同
おな

じ 心
こころ

の中
なか

のことを楊
よう

さんのスピーチで伝
つた

えてい

ただいたと感
かん

じました。楊
よう

さんのスピーチを聞
き

いて本当
ほんとう

によかったと思
おも

います。 

・とても落
お

ちついていて上手
じょうず

に話
はな

せていました。お疲
つか

れ様
さま

でした。 

・楊
よう

さん 日本語
に ほ ん ご

がわかるようになってできることが増
ふ

えましたね。もっともっと充 実
じゅうじつ

した

生活
せいかつ

になることを祈
いの

っています。(IFC長谷部
は せ べ

) 

・楊
よう

さん よく気持
き も

ちが分
わ

かりますね。頑張
が ん ば

って 頂
いただ

きたいと思
おも

います。 
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発 表 者
はっぴょうしゃ

5  ●出 身
しゅっしん

・ルーツ 

 牛
ぎゅう

 睿
ろい

杭
こう

  中 国
ちゅうごく

 

 

●日本
に ほ ん

に来
き

たのはいつ？ 

 2017年
ねん

8月
がつ

3日
か

 

●発 表 者
はっぴょうしゃ

コメント 

  

 

 

 

●推薦者
すいせんしゃ

コメント 【座間
ざ ま

総合
そうごう

高校
こうこう

 宗田
そ う だ

千絵
ち え

先生
せんせい

】 

 

 

 

 

スピーチタイトル 「兄
あに

と 私
わたし

」 

 

 みなさん、こんにちは。私
わたし

は 牛
ぎゅう

ロイコウと申
もう

します。去
きょ

年
ねん

の８月
がつ

に、中
ちゅう

国
ごく

の大
だい

連
れん

から来
き

まし

た。 

 

 私
わたし

には双子
ふ た ご

の兄
あに

がいます。中 国
ちゅうごく

では一
ひ

人
とり

っ

子
こ

政
せい

策
さく

のため、友
とも

だちは兄 弟
きょうだい

がいません。私
わたし

た

ちはとても幸運
こううん

でした。いつも二人
ふ た り

一緒
いっしょ

で、同
おな

じ

ように育
そだ

ちました。小
ちい

さい頃
ころ

から、同
おな

じ服
ふく

を着
き

て、

同
おな

じおもちゃで遊
あそ

びました。海
うみ

の近
ちか

くに住
す

んで

いたので、よく一緒
いっしょ

に泳
およ

いだり、魚
さかな

を釣
つ

ったり

しました。兄
あに

は 魚
さかな

を釣
つ

るのが 上
じょう

手
ず

で、大
おお

きい

魚
さかな

を釣
つ

り上
あ

げます。 私
わたし

はカニを取
と

るのが好
す

き

で、兄
あに

の釣
つ

った 魚
さかな

を細
こま

かく切
き

ってカニの餌
えさ

にし

てしまうので、よく怒
おこ

られました。 

 

 私
わたし

たちが 12歳
さい

の時
とき

、父
ちち

が日本
に ほ ん

へ行
い

くことに

なり、私
わたし

たち 兄
きょう

弟
だい

は、大連
だいれん

の祖父母
そ ふ ぼ

の家
いえ

で暮
く

ら

すことになりました。 

 成 長
せいちょう

するにつれて、二人
ふ た り

の性格
せいかく

も、好
この

みも、

友
とも

だちも違
ちが

っていきました。私
わたし

は外
そと

で遊
あそ

ぶのが

好
す

きですが、兄
あに

は家
いえ

で遊
あそ

ぶのが好
す

きです。私
わたし

は

アニメとゲームが好
す

きですが、兄
あに

は小 説
しょうせつ

を読
よ

む

のが好
す

きです。もう二人
ふ た り

が同
おな

じ服
ふく

を着
き

ることも

なくなりました。 

 

 中 学
ちゅうがく

を卒 業
そつぎょう

すると、私
わたし

たちは別々
べつべつ

の高校
こうこう

に

進学
しんがく

し、別々
べつべつ

に暮
く

らし始
はじ

めました。全寮制
ぜんりょうせい

の

学校
がっこう

なので、お互
たが

いに、会
あ

う機会
き か い

もなくなりま

した。 

 ところが、去年
きょねん

の８月
がつ

、私
わたし

たちは、両 親
りょうしん

と住
す

むために、日本
に ほ ん

へ来
く

ることになったのです。私
わたし

はとても 喜
よろこ

びました。アニメが好
す

きなので、い

つか日本
に ほ ん

へ行
い

きたいと思
おも

っていたからです。で

も兄
あに

はあまり日本
に ほ ん

へ来
き

たくないようでした。兄
あに

牛
ぎゅう

君
くん

は 2017年
ねん

８月
がつ

に来日
らいにち

したばかりですが、日本語
に ほ ん ご

をはじめとして一生懸命
いっしょうけんめい

勉 強
べんきょう

して

います。やさしい性格
せいかく

でクラスでも人気者
に ん き も の

、日本人
に ほ ん じ ん

の友
とも

だちもできました。 

 

がんばります！ 
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だけ、学校
がっこう

の関係
かんけい

で一度
い ち ど

中 国
ちゅうごく

に戻
もど

り、私
わたし

は日本
に ほ ん

で一人
ひ と り

になりました。とても孤独
こ ど く

でした。でも、

日本
に ほ ん

に来
く

ることは自分
じ ぶ ん

が決
き

めたことだから、

日本語
に ほ ん ご

の勉 強
べんきょう

を頑張
が ん ば

り、日本
に ほ ん

でたくさんの友
とも

だ

ちを作
つく

ろうと思
おも

いました。 

 

 ３か月後
げ つ ご

、兄
あに

が日本
に ほ ん

へ戻
もど

ってきました。兄
あに

と

日本
に ほ ん

でまた一緒
いっしょ

に暮
く

らすことになり、やっぱり

兄 弟
きょうだい

がいて本当
ほんとう

によかったと思
おも

いました。 

 日本
に ほ ん

の家
いえ

の 隣
となり

に、小
ちい

さい川
かわ

が流
なが

れていて、そ

こに大
おお

きい鯉
こい

がいました。私
わたし

たちは子
こ

どもの頃
ころ

、

よく一緒
いっしょ

に魚釣
さかなつ

りをしたことを思
おも

い出
だ

しました。 

でももう鯉
こい

は釣
つ

りません。 

 

 今年
こ と し

の春
はる

、私
わたし

と兄
あに

は、座間
ざ ま

総合
そうごう

高校
こうこう

に入 学
にゅうがく

し

ました。そして同
おな

じクラスになりました。私
わたし

た

ちはまた同
おな

じ服
ふく

を着
き

ることになりました。クラ

スメイトは３０人
にん

で、２５人の日本人
に ほ ん じ ん

、私
わたし

たち

２人
り

の中国人
ちゅうごくじん

と、３人
にん

のフィリピン人
じん

です。 

みなとてもやさしく、一緒
いっしょ

に勉 強
べんきょう

するのが楽
たの

し

いです。 

 クラスメイトの誕 生
たんじょう

日
び

には、みんなで黒板
こくばん

に

「おめでとう！」と書
か

いて、お菓子
か し

を食
た

べ、歌
うた

を

歌
うた

いました。 私
わたし

の誕 生
たんじょう

日
び

ではありませんでし

たが、とても楽
たの

しかったです。 

 遠足
えんそく

では、火
ひ

を起
お

こしてご飯
はん

を炊
た

き、カレー

を作
つく

りました。みんなで 協 力
きょうりょく

して作
つく

ったカレ

ーの味
あじ

は、最高
さいこう

でした！ 

 

 中 国
ちゅうごく

の学校
がっこう

では、あまり楽
たの

しい思
おも

い出
で

は、あ

りません。毎朝
まいあさ

７時
じ

に 寮
りょう

を出
で

て、夜
よる

九時
く じ

に帰
かえ

る

生活
せいかつ

で、ご飯
はん

も学校
がっこう

で食
た

べます。毎日山
まいにちやま

のよう

な宿 題
しゅくだい

が出
で

ます。勉 強
べんきょう

、勉 強
べんきょう

、勉 強
べんきょう

で、こ

んな顔
かお

になります。でも今
いま

は毎日
まいにち

笑
わら

って過
す

ごし

ています。 

 

 私
わたし

は日本語
に ほ ん ご

の勉 強
べんきょう

を頑張
が ん ば

って、高校
こうこう

在学中
ざいがくちゅう

に N１を取
と

りたいです。そして日本
に ほ ん

の大学
だいがく

に

進学
しんがく

して、日本
に ほ ん

の会社
かいしゃ

に 就 職
しゅうしょく

して、ずっと日本
に ほ ん

に住
す

みたいと思
おも

っています。 

これでスピーチを終
お

わります。 

 

 

●来 場 者
らいじょうしゃ

・発 表 者
はっぴょうしゃ

からの応援
おうえん

メッセージ 

 

 

  

・ 牛
ぎゅう

 睿
ろい

杭
こう

さん いっしょうけんめい日本語
に ほ ん ご

を勉 強
べんきょう

して 1 級
きゅう

に合格
ごうかく

して大学
だいがく

に入
はい

って下
くだ

さ

い。（すとう） 

・これからもお兄
にい

さんと仲良
な か よ

く日本
に ほ ん

で笑顔
え が お

で暮
く

らして下
くだ

さい。(竹下
たけした

) 

・いっぱいサカナを食
た

べてください。あたまよくなるよ。イケメンだったね・・・(フセイン) 

・ 牛
ぎゅう

さん（二子
ふ た ご

さん） ぜひ日本
に ほ ん

で良
よ

い社会人
しゃかいじん

になって下
くだ

さい。（木下
きのした

） 

・ 牛
ぎゅう

さん 大好
だ い す

きなお兄
にい

さんと一緒
いっしょ

の高校
こうこう

生活
せいかつ

楽
たの

しんでくださいね。(IFC長谷部
は せ べ

) 

・加油。 

・お兄
にい

さんと、また一緒
いっしょ

に暮
く

らせるようになって良
よ

かったね！（Sachiyo） 

・ 牛
ぎゅう

さん 数
すう

か月
げつ

で高校
こうこう

に入 学
にゅうがく

できたなんて、すごいですね。がんばってね。 

 (トキオカ ノリコ) 

・ 牛
ぎゅう

さん これからも日本
に ほ ん

に住
す

んでたくさんのすてきな出会
で あ

いをして下
くだ

さい！（田中
た な か

） 

・ 牛
ぎゅう

ろいこう君
くん

 頑張
が ん ば

りましたね！！かっこ良
よ

かったヨ！！（Fukui） 

・お兄
にい

さんとずっと仲良
な か よ

くしてください。（牧野
ま き の

） 
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発 表 者
はっぴょうしゃ

6  ●出 身
しゅっしん

・ルーツ 

 アリ プルノモ アジ  インドネシア 

 

●日本
に ほ ん

に来
き

たのはいつ？ 

 2016年
ねん

12月
がつ

18日
にち

 

●発 表 者
はっぴょうしゃ

コメント 

  

 

 

 

●推薦者
すいせんしゃ

コメント 【大和
や ま と

日本語
に ほ ん ご

教 室
きょうしつ

 隈部
く ま べ

和子
か ず こ

先生
せんせい

】 

 

 

 

スピーチタイトル 「 私
わたし

が感心
かんしん

した日本
に ほ ん

の文化
ぶ ん か

と習 慣
しゅうかん

」 

 

 私
わたし

はインドネシアからの技能
ぎ の う

実 習 生
じっしゅうせい

とし

て日本
に ほ ん

にまいりましたアリプルノモアジと申
もう

します。来日
らいにち

していつの間
ま

にか 1年
ねん

7ヶ月
か げ つ

が

経
た

ちました。あっという間
ま

でした。高校
こうこう

を

卒 業
そつぎょう

して、すぐに日本
に ほ ん

で実 習
じっしゅう

することにな

っていましたが 私
わたし

にとって海外
かいがい

に行
い

くのは

生
う

まれて初
はじ

めてのことなので色
いろ

んな事
こと

を準備
じゅんび

しておかなければなりません。 

 まず、デポックセンターという日
に

本語
ほ ん ご

を

勉 強
べんきょう

する 所
ところ

で 4ヶ月
か げ つ

ほど日本語
に ほ ん ご

を勉 強
べんきょう

し

ました。そのとき、生活
せいかつ

に困
こま

らないように先生
せんせい

は日本
に ほ ん

の文化
ぶ ん か

や習 慣
しゅうかん

を教
おし

えてくれました。

先生
せんせい

によると、大切
たいせつ

なことは「挨拶
あいさつ

」と「お

じぎ」だということです。初
はじ

めて日
に

本
ほん

に来
き

た人
ひと

にとって挨拶
あいさつ

とおじぎが上手
じょうず

にできればより

深
ふか

く交
こう

流
りゅう

できるということです。しかし、

日本
に ほ ん

に来
き

てみると挨拶
あいさつ

とお辞
じ

儀
ぎ

だけでなく

私
わたし

がまだ知
し

らない文化
ぶ ん か

と素晴
す ば

らしい習 慣
しゅうかん

が

いっぱいあると思
おも

いました。そこで、 私
わたし

が

感心
かんしん

した日本
に ほ ん

の文化
ぶ ん か

や習 慣
しゅうかん

を３つ話
はな

したい

と思
おも

います。 

 

 まず最初
さいしょ

は相手
あ い て

を尊 重
そんちょう

することです。日本
に ほ ん

に来
き

て以
い

来
らい

、日本人
に ほ ん じ ん

が日 常
にちじょう

生活
せいかつ

でよく挨拶
あいさつ

の

言葉
こ と ば

を言
い

いながら相手
あ い て

を 尊 重
そんちょう

している場面
ば め ん

を何度
な ん ど

か目
め

にしました。日本人
に ほ ん じ ん

は初
はじ

めての人
ひと

と会
あ

う時
とき

、名刺
め い し

の交換
こうかん

をしながら互
たが

いに何度
な ん ど

もおじぎをしています。電話中
でんわちゅう

、相手
あ い て

が見
み

え

なくてもお辞
じ

儀
ぎ

をしながら電話
で ん わ

をかけている

日本人
に ほ ん じ ん

がいます。日本人
に ほ ん じ ん

はどこでも、いつも

相手
あ い て

を尊 重
そんちょう

している人
ひと

たちだと思
おも

います。

私
わたし

は今
いま

、フットサルのチームに入
はい

っているの

ですが、ゲームの中
なか

でぶつかった時
とき

日
に

本人
ほんじん

は

必
かなら

ず最
さい

初
しょ

に「ごめん、大丈夫
だいじょうぶ

？」と聞
き

いてき

日本語
に ほ ん ご

を熱心
ねっしん

に 勉 強
べんきょう

するだけでなく、交 流 会
こうりゅうかい

や遠足
えんそく

などにも積 極 的
せっきょくてき

に参加
さ ん か

し、皆
みな

の

中 心 的
ちゅうしんてき

役割
やくわり

をはたしています。 

 

日本
に ほ ん

に来
き

て感心
かんしん

したことがたくさんありま

すので、スピーチ大会
たいかい

で話
はな

したいと思
おも

いま

す。 
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ます。又
また

、パスミスをしてしまった時
とき

にもい

つもチームメートに「ごめん、わるい！」と

何回
なんかい

も言
い

っています。謝
あやま

る言
こと

葉
ば

で、お互
たが

いの

誤解
ご か い

をなくしたいとしているので、相手
あ い て

は

尊 重
そんちょう

されていると感
かん

じるでしょう。挨拶
あいさつ

を言
い

いながら相手
あ い て

を 尊 重
そんちょう

すると人間
にんげん

関係
かんけい

が良
よ

く

なりますし、それにもっと 協 力
きょうりょく

出来
で き

るんじ

ゃないかなぁと思
おも

います。 

 

 次
つぎ

に自立
じ り つ

ということです。日本
に ほ ん

は小
ちい

さい頃
ころ

から子供
こ ど も

たちが自立
じ り つ

できるように教 育
きょういく

され

ています。私
わたし

の会社
かいしゃ

の 寮
りょう

は小 学 校
しょうがっこう

から近
ちか

く、

寮
りょう

の前
まえ

にある道
みち

は幹線道路
かんせんどうろ

です。毎朝
まいあさ

、会社
かいしゃ

に行
い

く時
とき

に、小 学 生
しょうがくせい

に会
あ

います。 私
わたし

は初
はじ

め

て、学校
がっこう

に行
い

く途中
とちゅう

の 1年生
ねんせい

ぐらいの小 学 生
しょうがくせい

を見
み

た時
とき

、親
おや

は送
おく

り迎
むか

えをしないし、それに重
おも

そうなランドセルを背負
せ お

い、他
ほか

の学用品
がくようひん

も持
も

っているのに 驚
おどろ

きました。小
ちい

さい小 学 生
しょうがくせい

が

こんなことを自分
じ ぶ ん

でやれるなんてすごいと思
おも

いました。小
ちい

さい頃
ころ

から自立
じ り つ

することに慣
な

れ

ていれば大人
お と な

になって自分
じ ぶ ん

で生活
せいかつ

する上
うえ

で

親離
おやばな

れできないわけがないと思
おも

います。 

 

 最後
さ い ご

に「列
れつ

に並
なら

ぶこと」について話
はな

します。 

列
れつ

に並
なら

ぶことは日本人
に ほ ん じ ん

の代 表 的
だいひょうてき

な習 慣
しゅうかん

だと

いう意見
い け ん

があります。日本人
に ほ ん じ ん

はコンビニでお

金
かね

を払
はら

ったりバスや電車
でんしゃ

に乗
の

ったりトイレに

行
い

ったりする時
とき

いつでも列
れつ

に並
なら

んでいます。

そして、日本人
に ほ ん じ ん

は大変
たいへん

時間
じ か ん

を大切
たいせつ

にする人
ひと

た

ちですが、どんなに急
いそ

いでいても列
れつ

に並
なら

び、

またその列
れつ

に割
わ

り込
こ

む人
ひと

はほとんどいないと

思
おも

います。去年
きょねん

の 11月
がつ

に渋谷
し ぶ や

にある Apple

表参道店
おもてさんどうてん

で iPhone X が発売
はつばい

されました。

iPhone X をいち早
はや

く手
て

に入
い

れるために

数日前
すうじつまえ

から数 百 人
すうひゃくにん

が並
なら

んでいました。みんな

宿泊道具
しゅくはくどうぐ

を持
も

って 行 列
ぎょうれつ

に入
はい

って何日
なんにち

も道路
ど う ろ

のそばで泊
と

まっているのを見
み

てびっくりしま

した。その中
なか

に日本人
に ほ ん じ ん

ばかりでなく外国人
がいこくじん

も

いました。その外国人
がいこくじん

はきっとこの日本
に ほ ん

の

文化
ぶ ん か

にもうすっかり慣
な

れていたんだと思
おも

いま

す。 私
わたし

も列
れつ

に並
なら

ぶのは慣
な

れましたがこの

行 列
ぎょうれつ

に並
なら

ぶほど日本
に ほ ん

文化
ぶ ん か

に慣
な

れていません

でした。 

 

 日本
に ほ ん

に実 習
じっしゅう

に来
き

たということは現場
げ ん ば

にあ

る技術
ぎじゅつ

とシステムを勉 強
べんきょう

するだけでなく、周
まわ

りの人々
ひとびと

の文化
ぶ ん か

や習 慣
しゅうかん

を勉 強
べんきょう

する必要
ひつよう

があ

る気
き

がします。 諺
ことわざ

にある通
とお

り、「郷
ごう

に入
い

って

は郷
ごう

に 従
したが

う」ということです。つまり、どこ

に住
す

んでいてもその場所
ば し ょ

のルールを 必
かなら

ず守
まも

るべきだということです。ルールには文字
も じ

に

書
か

いていないこともあります。それは文化
ぶ ん か

や

習 慣
しゅうかん

です。いち早
はや

く慣
な

れるためには周
まわ

りの

人々
ひとびと

と 交 流
こうりゅう

すればいいと思
おも

います。 私
わたし

は

日本
に ほ ん

の文化
ぶ ん か

や習 慣
しゅうかん

に慣
な

れてきて嬉
うれ

しいです。

とにかく、インドネシアに帰国
き こ く

したら日本
に ほ ん

で

身
み

につけた、いい文化
ぶ ん か

を守
まも

り、周囲
しゅうい

に広
ひろ

めた

いと思っています。宝 物
たからもの

として大切
たいせつ

にします。

以上
いじょう

です。ご清 聴
せいちょう

ありがとうございました。 

 

 

●来 場 者
らいじょうしゃ

・発 表 者
はっぴょうしゃ

からの応援
おうえん

メッセージ 

 

 

 

 

・アリさん 自然
し ぜ ん

な流
なが

れの気持
き も

ちのよい日本語
に ほ ん ご

でしたよ。資料
しりょう

もじょうずに使
つか

ってわかり  

 やすかったです。（ハシクラ） 

・アリさんへ 落
お

ちついて発 表
はっぴょう

できました。何
なに

を見
み

て何
なに

に感動
かんどう

したかよくわかりました。 
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・日本
に ほ ん

の文化
ぶ ん か

や習 慣
しゅうかん

をインドネシアへたくさん伝
つた

えてください。（出羽
で わ

はじめ） 

・Bagus！ 

・日本人
に ほ ん じ ん

の３つの長 所
ちょうしょ

（？）が面白
おもしろ

かったです。日本語
に ほ ん ご

はとても上手
じょうず

でした。 

・日本人
に ほ ん じ ん

のあいさつや様々
さまざま

な習 慣
しゅうかん

をよく観察
かんさつ

し理解
り か い

して母国
ぼ こ く

に伝
つた

えようとする気持
き も

ちがうれ

しいです。(酒井
さ か い

) 

・アリ・プルノモさん 「あやまる事
こと

は相手
あ い て

を尊 重
そんちょう

すること」あなたの言葉
こ と ば

に 私
わたし

の日 常
にちじょう

を反省
はんせい

しました。今後
こ ん ご

とも日本
に ほ ん

の文化
ぶ ん か

を 吸 収
きゅうしゅう

してください。(木下
きのした

) 

・アリさん 話
はな

すスピードがとてもわかりやすいスピードではっきりきこえました。笑
わら

いもあ

りましたね。 

・日本
に ほ ん

の文化
ぶ ん か

・習 慣
しゅうかん

をよく観察
かんさつ

していますね。地域
ち い き

貢献
こうけん

を通
つう

じてさらに日本
に ほ ん

を学
まな

んでくださ

い。あと一年半
いちねんはん

の日本
に ほ ん

の生活
せいかつ

ですが、まんきつしてください。すばらしいスピーチでした。

（くしだ） 

・アリさん 日本
に ほ ん

で知
し

った 新
あたら

しい文化
ぶ ん か

と習 慣
しゅうかん

を楽
たの

しく話
はな

してくれましたね。これからも日本
に ほ ん

の文化
ぶ ん か

や習 慣
しゅうかん

の違
ちが

いを楽
たの

しんでください。(IFC長谷部
は せ べ

) 

・アリさん とても上手
じょうず

でした。発音
はつおん

も流
なが

れるようで違和感
い わ か ん

ありませんでした。これからもが

んばって！！！ 

・アリさんへ 君
きみ

のスピーチはうまくておもしろいですよ。アリさんのきているふくはすてき

です。何
なん

といいますか。 

・アリさん 日本
に ほ ん

のいい 所
ところ

を教
おし

えていただけてうれしかったです。(竹下
たけした

) 

・アリさん いいスピーチでした！日本人
に ほ ん じ ん

の 私
わたし

こそ、アリさんにいろいろ教
おし

えてもらい 

 ました。（トキオカ ノリコ） 

・日本
に ほ ん

のすばらしい 所
ところ

を学
まな

んでインドネシアで活躍
かつやく

してください。がんばれ！ 

 （T.AOYAGI） 

・相手
あ い て

を尊 重
そんちょう

すること。自立
じ り つ

すること。並
なら

ぶこと。意識
い し き

したことはあまりなかったです。

 （Sachiyo） 

・ 働
はたら

くことの素晴
す ば ら

しさが伝
つた

わってきました。夢
ゆめ

を実現
じつげん

することを願
ねが

っております。 

 （大和
や ま と

CC 林
はやし

） 

・アリ・プルノモ・アジさん 写真
しゃしん

を使
つか

ってのスピーチわかりやすかったです。はぎれの

 よい口調
くちょう

がすばらしかったです。（すとう） 

・アリさん 日本語
に ほ ん ご

がとても自然
し ぜ ん

でびっくりしました。日本人
にほんじん

みたいでしたヨ！(田中
た な か

) 

・アリ・プルノモ・アジさん 2年 弱
ねんじゃく

の日本
に ほ ん

滞在
たいざい

期間
き か ん

でこれだけの日本語
に ほ ん ご

スピーチをされ 

 たことに 驚
おどろ

いています。さらに日本
に ほ ん

の文化
ぶ ん か

や習 慣
しゅうかん

にまで興味
きょうみ

を持
も

ちそれを 吸 収
きゅうしゅう

しよ 

 うとする姿勢
し せ い

に感心
かんしん

しました。これからもがんばってください。 

 （大和
や ま と

田園
でんえん

ロータリークラブ 古木
ふ る き

） 
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発 表 者
はっぴょうしゃ

7  ●出 身
しゅっしん

・ルーツ 

 元田
げ ん だ

 舞
まい

  ベトナム 

 

●日本
に ほ ん

に来
き

たのはいつ？ 

 2016年
ねん

10月
がつ

 

●発 表 者
はっぴょうしゃ

コメント 

  

 

 

 

 

●推薦者
すいせんしゃ

コメント 【神奈川
か な が わ

県立
けんりつ

横浜
よこはま

修
しゅう

悠
ゆう

館
かん

高等学校
こうとうがっこう

 村
むら

田
た

周
ひろ

子
こ

先生】 

 

 

 

 

スピーチタイトル 「しなやかに舞
ま

う」 

 

 

 皆
みな

さん、こんにちは。私
わたし

は、横浜
よこはま

修
しゅう

悠
ゆう

館
かん

高校
こうこう

の 1年生
ねんせい

です。今日
き ょ う

は、１６年間
ねんかん

の 私
わたし

の人生
じんせい

と、

これからについてお話
はな

しします。 

 

 私
わたし

の両 親
りょうしん

はベトナム人
じん

です。父
ちち

は 20代
だい

の頃
ころ

ベトナムから難民
なんみん

として1
ひ

人
とり

で来日
らいにち

し、自分
じ ぶ ん

の

生活
せいかつ

を支
ささ

えながら日本
に ほ ん

の高校
こうこう

と大学
だいがく

を卒 業
そつぎょう

し

ました。日本
に ほ ん

の会社
かいしゃ

に 就 職
しゅうしょく

してからは、ベト

ナムの家族
か ぞ く

に仕送
し お く

りをするために一生懸命
いっしょうけんめい

働
はたら

きました。お金
かね

を貯
た

めてベトナムに一時
い ち じ

帰国
き こ く

し

た時
とき

、母
はは

と出会
で あ

い、結婚
けっこん

しました。それから日本
に ほ ん

で 私
わたし

が生
う

まれ、その 9年後
ね ん ご

には 妹
いもうと

も生
う

まれま

した。 

 

 ところが、幸
しあわ

せな生活
せいかつ

は、あまり長
なが

く続
つづ

きま

せんでした。父
ちち

は人
ひと

に騙
だま

され、日本
に ほ ん

で貯
た

めたお金
かね

をすべて 失
うしな

ってしまったのです。そのことが

原因
げんいん

で両 親
りょうしん

は離婚
り こ ん

。母
はは

は 妹
いもうと

を連
つ

れてベトナム

に帰
かえ

ってしまいました。 

  

その後
ご

2011年
ねん

に東日本
ひがしにほん

大震災
だいしんさい

が起
お

こり、父
ちち

と

私
わたし

もベトナムに帰
かえ

ることになりました。 私
わたし

は

小学校
しょうがっこう

3年生
ねんせい

でした。それから 6年間
ねんかん

、私
わたし

はベ

トナムの祖母
そ ぼ

の家
いえ

で暮
く

らしながらベトナムの

学校
がっこう

に通
かよ

いました。祖母
そ ぼ

は毎日
まいにち

美味
お い

しいご飯
はん

を

作
つく

って、私
わたし

を育
そだ

ててくれました。一緒
いっしょ

に暮
く

らし

ていた叔母
お ば

は、私
わたし

たちを経済的
けいざいてき

に支
ささ

えてくれま

した。祖母
そ ぼ

と叔母
お ば

がいなければ、今
いま

の 私
わたし

はあり

ません。生
い

きていくための強
つよ

さを教
おし

えてくれた

二人
ふ た り

には、 心
こころ

から感謝
かんしゃ

しています。 

 

日本語
に ほ ん ご

の学 習
がくしゅう

はもちろん、学校
がっこう

生活
せいかつ

に対
たい

して非常
ひじょう

に意欲的
い よ く て き

に取
と

り組
く

んでいます。この大会
たいかい

が

様々
さまざま

なことに関心
かんしん

を持
も

ち、挑 戦
ちょうせん

していく機会
き か い

になると思
おも

います。 

 

とても特別
とくべつ

な気
き

持
も

ちでワクワクしていま

す。大会
たいかい

での自分
じ ぶ ん

を想像
そうぞう

するだけでも緊 張
きんちょう

が込
こ

み上
あ

げてきます。自分
じ ぶ ん

の能 力
のうりょく

を発揮
は っ き

す

るこのチャンスをのがすわけにはいきませ

ん！ 聴 衆 者
ちょうしゅうしゃ

の期待
き た い

に応
こた

えられるよう 私
わたし

は全 力
ぜんりょく

でよいスピーチを贈
おく

ります！ 
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 再
ふたた

び日本
に ほ ん

で暮
く

らし始
はじ

めたのは、一昨年
いっさくねん

の 10

月
がつ

、 私
わたし

が１４歳
さい

の時
とき

でした。 私
わたし

は藤沢
ふじさわ

の六合
むつあい

中 学
ちゅうがく

の 3年生
ねんせい

に編 入
へんにゅう

しました。中 学
ちゅうがく

３年
ねん

の

10月
がつ

といえば、みな受験
じゅけん

で 忙
いそが

しい時期
じ き

です。 

私
わたし

は日本語
に ほ ん ご

も、教科
きょうか

の勉 強
べんきょう

にも、周
まわ

りの雰囲気
ふ ん い き

にもついていけませんでした。6年
ねん

ぶりの日本
に ほ ん

での生活
せいかつ

は、本当
ほんとう

に寂
さび

しかったです。 

 

 六合
むつあい

中学校
ちゅうがっこう

には、 週
しゅう

１
いっ

回
かい

、ベトナム人
じん

のハ

ー先生
せんせい

が来
き

てくださいました。ハー先生
せんせい

は、初
はじ

め

は少
すこ

しずつ日本語
に ほ ん ご

で話
はな

す 練 習
れんしゅう

をしながら、

勉 強
べんきょう

のことや、日本
に ほ ん

の生活
せいかつ

で必要
ひつよう

なこと、例
たと

え

ば電車
でんしゃ

やバスの乗
の

り方
かた

やマナーなどについて教
おし

えてくれました。ハー先生
せんせい

も父
ちち

と同
おな

じく難民
なんみん

と

して日本
に ほ ん

へ来
こ

られた方
かた

です。 

 

 ハー先生
せんせい

とはいろいろな 話
はなし

をしました。 

「なぜ戦争
せんそう

が起
お

きるのか」、「本当
ほんとう

の愛
あい

とは何
なに

か」、

「生
い

きる上
うえ

でいちばん必要
ひつよう

なことは」など。 

話
はな

しているうちに、少
すこ

しずつ自分
じ ぶ ん

の歩
ある

く道
みち

が見
み

えてきました。私
わたし

に生
い

きる希望
き ぼ う

を与
あた

えてくださ

ったハー先生
せんせい

のことは、一 生
いっしょう

忘
わす

れません。 

 

 高校
こうこう

に進
すす

むとき、 私
わたし

は通信制
つうしんせい

の横浜
よこはま

修
しゅう

悠
ゆう

館
かん

高校
こうこう

を選
えら

びました。自分
じ ぶ ん

のペースで勉 強
べんきょう

を進
すす

め

られるスタイルが自分
じ ぶ ん

に合
あ

っていると思
おも

ったか

らです。 

 

 私
わたし

は今
いま

、父
ちち

と 妹
いもうと

と 弟
おとうと

と４人
にん

で暮
く

らしてい

ます。父
ちち

は夜勤
や き ん

の仕事
し ご と

で、夜
よる

出
で

かけて朝帰
あさかえ

り、

昼間
ひ る ま

は寝
ね

ています。 妹
いもうと

は小学校
しょうがっこう

4年生
ねんせい

です。

日常的
にちじょうてき

な日本語
に ほ ん ご

はわかりますが、学校
がっこう

の勉 強
べんきょう

は 難
むずか

しいです。 弟
おとうと

は小学校
しょうがっこう

1年生
ねんせい

です。来日
らいにち

してまだ４ヶ
か

月
げつ

なので、日本語
に ほ ん ご

も何
なに

もわかりま

せん。最近
さいきん

、学校
がっこう

へ行
い

きたくないと言
い

い出
だ

して、

困
こま

っています。私
わたし

は母親代
は は お や が

わりとして毎日
まいにち

頑張
が ん ば

っています。 

  

 経済的
けいざいてき

にも学 力
がくりょく

の面
めん

でも心配
しんぱい

なことは、まだ

まだたくさんあります。でも、私
わたし

は将 来
しょうらい

自分
じ ぶ ん

の

生活
せいかつ

を自分
じ ぶ ん

で支
ささ

えられるようになりたい、そし

て、どんな時
とき

でも夢
ゆめ

を語
かた

れる人
ひと

になりたいと思
おも

っています。 

 

 ベトナムでは、住
す

んでいる地域
ち い き

や経済
けいざい

状 況
じょうきょう

によって、教 育
きょういく

の質
しつ

に格差
か く さ

が生
う

まれ、夢
ゆめ

を持
も

つ

のが 難
むずか

しい子
こ

どもたちがたくさんいます。 私
わたし

は将 来
しょうらい

、そんな子
こ

どもたちにも夢
ゆめ

を語
かた

れるよう

になってほしいです。 

 私
わたし

の名前
な ま え

は舞
まい

。ベトナム語
ご

では Mai。しなや

かさという意味
い み

です。二
ふた

つの国
くに

の言
こと

葉
ば

を合
あ

わせ

るとしなやかに舞
ま

う。私はこの名前
な ま え

のように、

これからも日本
に ほ ん

とベトナムをつないでいきたい

と思
おも

います。 

 

 

●来 場 者
らいじょうしゃ

・発 表 者
はっぴょうしゃ

からの応援
おうえん

メッセージ 

 

 

 

 

 

 

 

・異国
い こ く

で良
よ

くめげずに頑張
が ん ば

れています。強
つよ

く生
い

きてください。（K.K.） 

・おとうさん、 妹
いもうと

さん、 弟
おとうと

さん、みんなを大切
たいせつ

にしてください。そして自分
じ ぶ ん

も大切
たいせつ

にして

ください。 

・是非
ぜ ひ

、日本
に ほ ん

とベトナムの大
おお

きな「かけはし」として活躍
かつやく

してください。(出羽
で わ

はじめ) 

・舞
まい

さん あなたの強
つよ

さが十 分
じゅうぶん

に伝
つた

わる元気
げ ん き

でおちついたどうどうとしたスピーチでしたね。

これからも家族
か ぞ く

の中 心
ちゅうしん

、太陽
たいよう

としてがんばってください。(望月
もちづき

) 
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・舞
まい

さんへ たくさん大変
たいへん

なことがありましたね。それらはみんなあなたの財産
ざいさん

になると思
おも

い

ますよ。（さいとう） 

・舞
まい

さん 素晴
す ば ら

しいスピーチをありがとう。とても感心
かんしん

しました。１６才
さい

という年令
ねんれい

でこれだ

けしっかりした 考
かんが

え方
かた

ができる人
ひと

はあまりいません。これからもしなやかに強
つよ

く 美
うつく

しく舞
ま

ってください。（大和
や ま と

田園
でんえん

ロータリークラブ 古木
ふ る き

） 

・元田
げ ん だ

さん 堂々
どうどう

とした発 表
はっぴょう

でカッコよかったです。(竹下
たけした

) 

・ 私
わたし

の息子
む す こ

も六会
むつあい

中 学 校
ちゅうがっこう

の１年
ねん

生
せい

です。外国人
がいこくじん

のクラスメイトもいます。ハー先生
せんせい

がいた

ら舞
まい

さんのすばらしいスピーチのこと伝
つた

えますね。（Meg） 

・きみはひとりじゃないから。まいにちしょうらいのため、がんばれ・・・（フセイン） 

・可
か

愛
わい

い・・！♡ 

・マイちゃん いいスピーチですね。日本語
に ほ ん ご

も上手
じょうず

です。（イワン） 

・色々
いろいろ

大変
たいへん

だろうけど頑張
が ん ば

ってね。（Sachiyo） 

・りょうしんにかわってたいへんなことですね・・・がんばって！！ 

・マイさん とてもすばらしいスピーチです。ゆめがかなうよう祈
いの

っております。 

・元田
げ ん だ

さん ベトナムからの大変
たいへん

な来日
らいにち

その後
ご

の日本
に ほ ん

での生活
せいかつ

とあなたの気持
き も

ちを 心
こころ

にずっ

と持
も

ち続
つづ

けてください。(木下
きのした

) 

・元田
げ ん だ

さん 家
いえ

のこと日本語
に ほ ん ご

学 習
がくしゅう

すべてに真剣
しんけん

に向
む

きあっている元田
げ ん だ

さん立派
り っ ぱ

です。がんば

ってくださいね。（IFC 長谷部
は せ べ

） 

・いつも一 生 懸 命
いっしょうけんめい

な舞
まい

さん すばらしいスピーチをありがとう！応援
おうえん

しています。たくさん

の友
とも

だちを作
つく

ってくださいね！(田中
た な か

) 

・舞
まい

さんのスピーチに感動
かんどう

しました。同
おな

じベトナム人
じん

で共 感
きょうかん

しました。これから強
つよ

い気持
き も

ち

で頑張
が ん ば

りなさい。 

・舞
まい

さん スピーチ良
よ

かったよ。君
きみ

は一人
ひ と り

じゃないからネ。（あいうえお 中西
なかにし

） 

・まいさん まいさんのスピーチを聞
き

いて良
よ

かったです。頑張
が ん ば

ってくださいね。 

・言葉
こ と ば

に 心
こころ

が入
はい

っていて素晴
す ば

らしいスピーチでした。苦難
く な ん

を乗
の

り越
こ

え成 長
せいちょう

することを期待
き た い

し

ています。(大和
や ま と

CC 林
はやし

) 

・家族
か ぞ く

の 絆
きずな

の強
つよ

さと舞
まい

さんの芯
しん

の強
つよ

さに感心
かんしん

しました。(酒井
さ か い

) 

・まい様
さま

 いつも明
あか

るく元気
げ ん き

で前向
ま え む

きな 姿
すがた

が素晴
す ば ら

しいです。がんばってね。（T.AOYAGI） 
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発 表 者
はっぴょうしゃ

8  ●出 身
しゅっしん

・ルーツ 

 ラミレス キヨミ  ペルー 

 

●日本
に ほ ん

に来
き

たのはいつ？ 

 日本
に ほ ん

生
う

まれ 

●発 表 者
はっぴょうしゃ

コメント 

  

 

 

 

●推薦者
すいせんしゃ

コメント 【大
やま

和
と

市
し

立
りつ

柳 橋
やなぎばし

小 学 校
しょうがっこう

国際
こくさい

教 室
きょうしつ

担当
たんとう

 中村
なかむら

弘子
ひ ろ こ

先生
せんせい

】
）

 

 

 

 

 

スピーチタイトル 「 私
わたし

の夢
ゆめ

」 

 

私
わたし

の夢
ゆめ

は、「どうぶつのおいしゃさん」に

なることです。どうぶつは、ことばをはなせ

ません。びょうきやけがをしても「いたい。」

といえません。 

 

わたしは、日本
に ほ ん

で生
う

まれたけれど、家
いえ

では

みんなスペイン語
ご

をはなしていました。

一年生
いちねんせい

に入 学
にゅうがく

しても、先生
せんせい

が話
はな

していること

ばがわかりませんでした。こくさい教 室
きょうしつ

にい

くと、スペイン語
ご

を話
はな

せる友達
ともだち

がいてうれし

くなりました。トランプのゲームで「ウノ、

ドス。」と大
おお

きな声
こえ

で遊
あそ

んだりもしました。で

も教 室
きょうしつ

にもどると日本語
に ほ ん ご

なのですこしさび

しくなりました。でも、ともだちやこくさい

教 室
きょうしつ

の お に い さ ん や お ね え さ ん た ち が

日本語
に ほ ん ご

を教
おし

えてくれました。こくさいの先生
せんせい

も、ひらがな、カタカナ、かん字
じ

をなん回
かい

も

わかるまで教
おし

えてくれました。少
すこ

しずつ

日本語
に ほ ん ご

がわかってきて、「おはようございま

す」、「さようなら」などあいさつができるよ

うになりました。とてもうれしかったです。 

 

じゅういさんになるためには、たくさんべ

ん 強
きょう

しなければなりません。でも、みんなの

前
まえ

でひとことも話
はな

せなかったわたしが、みな

さんのおかげで、楽
たの

しく話
はな

せるようになりま

した。あきらめず、さいごまでがんばってじ

ゅういさんをめざします。おうえんしてくだ

さい。きょうは、わたしのスピーチをさいご

まできいてくださり、ありがとうございまし

た。 

 

１年生
ねんせい

の時
とき

は、日本語
に ほ ん ご

がうまく話
はな

せず国際
こくさい

教 室
きょうしつ

で友
とも

だちとスペイン語
ご

ばかり話
はな

していたキ

ヨミさん。ひらがな、カタカナ、漢字
か ん じ

を毎日
まいにち

練 習
れんしゅう

していた努力家
ど り ょ く か

です。今
いま

では自分
じ ぶ ん

の 考
かんが

え

をしっかり話
はな

せるようになりました。 

がんばってみんなの前
まえ

ではなしたい。 
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●来 場 者
らいじょうしゃ

・発 表 者
はっぴょうしゃ

からの応援
おうえん

メッセージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・あんきしてメッセージをしっかり言
い

えたのはとてもよかったです。Qué bien que ha 

podido aprender de memarid. 

・a nino. 

・キヨミさん がんばってじゅういさんになってね。きっと動物
どうぶつ

たちもよろこびます。 

 （IFC 長谷部
は せ べ

） 

・キヨミさん がんばって獣医
じゅうい

さんになって下
くだ

さいね。（Sachiyo） 

・ラミレスさん がんばって獣医
じゅうい

さんになって下
くだ

さい！(竹下
たけした

) 

・がんばって立派
り っ ぱ

な獣医
じゅうい

さんになって下
くだ

さい(牧野
ま き の

) 

・すばらしい動物
どうぶつ

の先生
せんせい

になって下
くだ

さい。頑張
が ん ば

れ！（きのした） 

・ラミレス キヨミさん とても落
お

ち着
つ

いてスピーチができました。これからもいろいろな

ことにチャレンジして下
くだ

さい。(田中
た な か

) 
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発 表 者
はっぴょうしゃ

9  ●出 身
しゅっしん

・ルーツ 

 アンガ アスディヤンザー  インドネシア 

 

●日本
に ほ ん

に来
き

たのはいつ？ 

 2016年
ねん

1月
がつ

25日
にち

 

●発 表 者
はっぴょうしゃ

コメント 

  

 

 

 

●推薦者
すいせんしゃ

コメント 【極 東
きょくとう

開発
かいはつ

工 業
こうぎょう

株式
かぶしき

会社
がいしゃ

 竹下
たけした

尚
ひさ

志
し

さん】 

 

 

 

 

スピーチタイトル 「 私
わたし

が作
つく

る未来
み ら い

」 

 

みなさん、こんにちは。初
はじ

めてお目
め

にかか

りますね。私
わたし

の名前
な ま え

はアンガ・アスディヤン

ザー、アンガと申
もう

します。歳
とし

は２１歳
さい

、イン

ドネシアから参
まい

りました。もう日本
に ほ ん

に来
き

て２

年
ねん

６か月
げつ

になります。本日
ほんじつ

、私
わたし

は「 私
わたし

の作
つく

る

未来
み ら い

」について、お 話
はなし

をしたいと思
おも

います。

どうぞよろしくお願
ねが

いします。 

未来
み ら い

！未来
み ら い

っていつ始
はじ

まりますか？みなさ

んはご存
ぞん

じですか？・・・・ 私
わたし

は、知
し

ってい

ます。どうして知
し

っているのかというと。そ

れは、３年前
ねんまえ

の、自分
じ ぶ ん

が描
えが

いた未来
み ら い

に、こう

して今
いま

、 私
わたし

自身
じ し ん

がいるからです。 私
わたし

はたま

たまここにいるのではないんです。自分
じ ぶ ん

でこ

うなる未来
み ら い

を作
つく

ってきたのです。もっとも、

こうしてスピーチ大会
たいかい

に参加
さ ん か

することまでは

考
かんが

えていませんでしたが（笑）。 

でも、だから 私
わたし

は未来
み ら い

がいつから始
はじ

まるの

か知
し

っているのです。未来
み ら い

は、今日
き ょ う

から始
はじ

ま

ります。今日
き ょ う

いいことをやれば、明日
あ す

いいこ

とが起
お

きます。そしてまたいいことをやれば、

次
つぎ

の日
ひ

も・・・となります。つまり、毎日
まいにち

い

いことをやったら、いつかきっといい未来
み ら い

に

なると思
おも

います。その時
とき

、一番
いちばん

大切
たいせつ

なことは積
つ

み重
かさ

ねと夢
ゆめ

を持
も

つことです。 

幼
おさな

いころ、 私
わたし

は 弟
おとうと

と約束
やくそく

をしました。

それは、大切
たいせつ

な人
ひと

を 幸
しあわ

せにすることです。誰
だれ

だと思
おも

いますか。大切
たいせつ

な人
ひと

は、お母
かあ

さんとお

ばあさんです。その約束
やくそく

は、いつか 私
わたし

の夢
ゆめ

に

変
か

わっていきました。その夢
ゆめ

に届
とど

く方法
ほうほう

も分
わ

かっていました。それは、研 修 生
けんしゅうせい

として日本
に ほ ん

に渡
わた

り、約
やく

３年
ねん

間
かん

の研 修
けんしゅう

生活
せいかつ

を送
おく

ることです。

日本
に ほ ん

の高
たか

い技 術 力
ぎじゅつりょく

を学
まな

び、その技術
ぎじゅつ

を日々
ひ び

の

仕事
し ご と

でさらに磨
みが

き、一人前
いちにんまえ

の工員
こういん

になり、帰
き

国
こく

後
ご

お母
かあ

さんたちを安心
あんしん

させることです。だか

ら、私
わたし

はジークの研 修 生
けんしゅうせい

試験
し け ん

を受
う

けました。

工 業
こうぎょう

の基礎
き そ

はインドネシアの高校
こうこう

で学
まな

んで

日々
ひ び

の仕事
し ご と

で溶接
ようせつ

技能
ぎ の う

習 得
しゅうとく

など 忙
いそが

しい中
なか

、日本語
に ほ ん ご

の勉 強
べんきょう

にも意欲的
い よ く て き

に取
と

り組
く

んでいる

頑張
が ん ば

り屋
や

です。 

 

ドキドキしていますけど、スピーチ大会
たいかい

を楽
たの

しみにしています。 
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いたので心配
しんぱい

ありませんでしたが、日本語
に ほ ん ご

の

学 習
がくしゅう

、習 慣
しゅうかん

や文化
ぶ ん か

の違
ちが

いを学
まな

ぶなど大変
たいへん

な

こともたくさんありました。どうにか合格
ごうかく

し、

日本
に ほ ん

に初
はじ

めて来
き

た時
とき

の感激
かんげき

は忘
わす

れられません。

口
くち

をついて出
で

る言
こと

葉
ば

は、「やっぱり日本
に ほ ん

はきれ

いですね」でした。ゴミの落
お

ちていない道路
ど う ろ

、

分別
ぶんべつ

されているゴミ、本当
ほんとう

にすばらしいです。 

そのうえ、電車
でんしゃ

は予定
よ て い

時刻
じ こ く

ピッタリきます。

そして、電車
でんしゃ

のドアも、私
わたし

たちが並
なら

んでいる

線
せん

の 所
ところ

で開
ひら

きます。信
しん

じられません。日本人
に ほ ん じ ん

の真面目
ま じ め

さのシンボルのようです。 

日本
に ほ ん

に来
き

てから、 私
わたし

は 極 東
きょくとう

開発
かいはつ

工 業
こうぎょう

で

働
はたら

くことができました。 私
わたし

は極 東
きょくとう

開発
かいはつ

の

三期生
さ ん き せ い

です。二期生
に き せ い

の先輩
せんぱい

たちとは２年間
ねんかん

で

したが、一緒
いっしょ

に 働
はたら

くことができました。先輩
せんぱい

たちは「溶接
ようせつ

をきれいにしなければいけない」

と言
い

いましたので、私
わたし

はがんばって、がんば

って練 習
れんしゅう

しました。図面
ず め ん

を覚
おぼ

えなければいけ

ないこともたくさんあり、大変
たいへん

でしたが、う

れしい気
き

持
も

ちでした。なぜなら、いろいろな

ことを教
おし

えてもらえたからです。 

そんな時
とき

、お母
かあ

さんから、おばあさんが心臓
しんぞう

の手 術
しゅじゅつ

をしなければならない、という電話
で ん わ

が

ありました。でも、私
わたし

たち研
けん

修
しゅう

生
せい

は、帰国
き こ く

を

許可
き ょ か

されません。だから、一生懸命
いっしょうけんめい

ビデオメ

ールで話
はな

しました。おばあさんは、「 私
わたし

は

大丈夫
だいじょうぶ

だ。５回
かい

お祈
いの

りするのは忘
わす

れないでね」

と言
い

ってくれました。でも、いくら言
い

われて

もずっと気
き

になっていますが、３年間
ねんかん

の研 修
けんしゅう

を終
お

えるまで帰
かえ

ることができないので我慢
が ま ん

し

ています。 

 今
いま

は仕事
し ご と

も生活
せいかつ

も慣
な

れてきましたが、私
わたし

の

日本語
に ほ ん ご

はまだまだだめです。職場
しょくば

にはそんな

私
わたし

を分
わ

からない方
かた

もいらっしゃいます。その

ため、よく誤解
ご か い

が起
お

こるのです。いつだった

か、「これも持
も

ってきますか」と聞
き

いたとき、

「いいよ」と言
い

われたことがありました。と

ころが、その部品
ぶ ひ ん

を持
も

って行
い

ってあげたので

すが、「お前
まえ

は本当
ほんとう

に馬鹿
ば か

だな。なんでこの

部品
ぶ ひ ん

を持
も

って来
き

たんだ！いいよと言
い

ったのに

分
わ

からないのか！」と怒
おこ

られてしまったんで

す。「いいよ」つまりいらないという意味
い み

を 私
わたし

はＯＫだと思
おも

ってしまったんです。 私
わたし

の

日本語力
にほんごりょく

が足
た

りないせいでしたが、その時
とき

の

私
わたし

は、日本語
に ほ ん ご

をもっとしっかり勉 強
べんきょう

しなけ

ればという気持
き も

ちより、なんでこんなに辛
つら

い

んだという気持
き も

ちの方
ほう

が強
つよ

くなってしまいま

した。仕事
し ご と

にも勉 強
べんきょう

にも 集 中
しゅうちゅう

できず、モチ

ベーションは下
さ

がる一方
いっぽう

でした。 

 そこで、 私
わたし

は 考
かんが

え直
なお

すことにしました。

仕事
し ご と

が辛
つら

い時
とき

、大切
たいせつ

な人
ひと

の顔
かお

と言葉
こ と ば

を思
おも

い出
だ

したら、それが 私
わたし

の 力
ちから

になり、もう一回
いっかい

が

んばろうと思
おも

えます。そうやってやり続
つづ

けて

いると、辛
つら

かった仕事
し ご と

も楽
たの

しくなりました。

勉 強
べんきょう

もそうです。〇か×かは大事
だ い じ

なことでは

ありません。それより努力
どりょく

することが必要
ひつよう

で

す。結果
け っ か

は努力
どりょく

についてくるのです。そう思
おも

っ

て、今
いま

も少
すこ

しずつですが、日本語
に ほ ん ご

の勉 強
べんきょう

を続
つづ

けています。 

 来年
らいねん

の１月
がつ

に、 私
わたし

はインドネシアに帰
かえ

る

予定
よ て い

です。やっと家族
か ぞ く

に会
あ

うことができます。

そして、極 東
きょくとう

開発
かいはつ

インドネシア工 場
こうじょう

の社員
しゃいん

になるつもりです。一期生
い っ き せ い

や二期生
に き せ い

の先輩
せんぱい

た

ちもみんなそうでしたから、先輩
せんぱい

たちと会
あ

う

ことも楽
たの

しみです。 

 ところが、そんな時
とき

、ジークの先生
せんせい

から、

研 修
けんしゅう

制度
せ い ど

が変
か

わって、希望
き ぼ う

し、試験
し け ん

に合格
ごうかく

し

たらまた日本
に ほ ん

で研 修
けんしゅう

を受
う

けることができる

ようになったと言
い

われました。その 話
はなし

を聞
き

い

たとき、大
おお

きなチャンスをもらったんだと思
おも

いました。日本
に ほ ん

の技術
ぎじゅつ

を学
まな

ぶこと、日本語
に ほ ん ご

を

上手
じょうず

になること、日本
に ほ ん

の文化
ぶ ん か

を学
まな

ぶことで

自分
じ ぶ ん

を成 長
せいちょう

させることが夢
ゆめ

だったのですか

ら。 
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 今
いま

、私
わたし

は８月
がつ

にある試験
し け ん

の準備
じゅんび

をしていま

す。いつ日本
に ほ ん

に戻
もど

ってこられるか分
わ

かりませ

んが、 必
かなら

ず戻
もど

って、より高
たか

い研 修
けんしゅう

を受
う

けた

いと思
おも

っています。 新
あたら

しい未来
み ら い

は、自分
じ ぶ ん

の

努力
どりょく

が作
つく

っていくのです。もう一歩
い っ ぽ

、もう一歩
い っ ぽ

と、前
まえ

へ進
すす

んでいこうと思
おも

っています。大切
たいせつ

な

人
ひと

の笑顔
え が お

と言葉
こ と ば

を思
おも

いながら、私
わたし

は頑張
が ん ば

りま

す。ご清 聴
せいちょう

ありがとうございました。  

 

 

●来 場 者
らいじょうしゃ

・発 表 者
はっぴょうしゃ

からの応援
おうえん

メッセージ 

 

 

 

  

・「大切
たいせつ

な人
ひと

をしあわせにする」ぜひ実行
じっこう

してください。「いいよ」の意味
い み

は日本人
にほんじん

にもむずか

しいです。頑張
が ん ば

ってぜひ未来
み ら い

を作
つく

って！（きのした） 

・Your dream and future will come true. Semangat!!(dari KYOKUTO Harada) 

・未来
み ら い

は今
いま

から、良
よ

い言葉
こ と ば

ですね。素晴
す ば

らしい未来
み ら い

がありますように(牧野
ま き の

) 

・ことばの違
ちが

いが誤解
ご か い

を生
う

むことはたくさんあります。お互
たが

いが相手
あ い て

のことを思
おも

いやること。

それが解決
かいけつ

の道
みち

です。（出羽
で わ

はじめ） 

・アンガさんのスピーチを聞
き

いて将 来
しょうらい

を見
み

えたかのように思
おも

いました。ありがとうございま

した！格好
かっこう

よかった！！ 

・スピーチおつかれさまでした。とても上手
じょうず

に日本語
に ほ ん ご

を話
はな

せていましたよ。残
のこ

りの日本
に ほ ん

での生活
せいかつ

もあと少
すこ

しですが 体
からだ

に気
き

をつけてがんばってください。(極 東
きょくとう

開発
かいはつ

 新井
あ ら い

) 

・かわいい。日本語
に ほ ん ご

がんばってべんきょうしてくださいね！！！ 

・君
きみ

のスピーチを聞
き

いたのでどんな方法
ほうほう

で日本語
に ほ ん ご

を勉 強
べんきょう

するかを知
し

りました。ありがとう(^^)

（TEPIMA KASLH） 

・アンガさん 夢
ゆめ

を実現
じつげん

してまた日本
に ほ ん

に来
き

てください。(竹下
たけした

) 

・頑張
が ん ば

ってください。でも無理
む り

しないでください。 

・物
もの

の 考
かんが

え方
かた

を変
か

えることにより文化
ぶ ん か

や習 慣
しゅうかん

のちがいを理解
り か い

し、乗
の

り越
こ

える事
こと

を学
まな

んだ事
こと

は

すばらしいです。今後
こ ん ご

もこの 心
こころ

をもって豊
ゆた

かな人生
じんせい

を歩
あゆ

んで下
くだ

さい。(原田
は ら だ

) 

・常
つね

に夢
ゆめ

を持
も

ってつき進
すす

んでいって下
くだ

さい。すばらしいスピーチでした。（くしだ） 

・アンガさん 大切
たいせつ

な人
ひと

のためにこれからも頑張
が ん ば

ってください。 

・アンガさん よかったです。すごい！TETAP SEMANGAT!!（タティー） 

・これからもっとがんばってください。 

・かっこいいね、アンガさん。 

・すばらしいスピーチでした。ありがとう。（Sachiyo） 

・今
いま

がつくる未来
み ら い

に向
む

かってさらにステキな経験
けいけん

をつみかさねていってくださいね。 

 （IFC 長谷部
は せ べ

） 

・日本語
に ほ ん ご

上手
じょうず

でした。すばらしい未来
み ら い

を作
つく

りあげて下
くだ

さい。 
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発 表 者
はっぴょうしゃ

10  ●出 身
しゅっしん

・ルーツ 

 鮑
ほう

 瑩
えい

蕊
ずい

  中 国
ちゅうごく

 

 

●日本
に ほ ん

に来
き

たのはいつ？ 

 2017年
ねん

1月
がつ

 

●発 表 者
はっぴょうしゃ

コメント 

  

 

 

 

 

 

●推薦者
すいせんしゃ

コメント 【つきみ野
の

あいうえお 丸山
まるやま

芳彦
よしひこ

先生
せんせい

】 

 

 

 

 

 

スピーチタイトル 「日本
に ほ ん

で見
み

つけた 新
あたら

しい生
い

き甲斐
が い

」 

 

 2017年
ねん

１月
がつ

に日本
に ほ ん

に来
き

てから、少
すこ

しずつ

新
あたら

しい生活
せいかつ

にも慣
な

れ、 私
わたし

の人生
じんせい

の生
い

き甲
が

斐
い

も変
か

わりつつあります。中 国
ちゅうごく

にいた時
とき

の 私
わたし

が 考
かんが

えていたのは、家族
か ぞ く

と一緒
いっしょ

に裕福
ゆうふく

な人生
じんせい

を楽
たの

しむため一
いっ

生
しょう

懸
けん

命
めい

頑
がん

張
ば

ってお金
かね

を稼
かせ

ぐ

ことでした。しかし今
いま

は、人生
じんせい

で大事
だ い じ

なのは

お金
かね

だけではなく、感性
かんせい

を高
たか

め、社会
しゃかい

に溶
と

け込
こ

んで、身
み

の周
まわ

りの人
ひと

や物事
ものごと

の面白
おもしろ

さや素晴
す ば

ら

しさを発見
はっけん

し、自分
じ ぶ ん

を磨
みが

いていくことだと 考
かんが

えるようになりました。 

 このような 考
かんが

え方
かた

の変化
へ ん か

から今
いま

、２つのこ

とを始
はじ

めています。一
ひと

つは自分
じ ぶ ん

の趣味
し ゅ み

を広
ひろ

げ

ることで、もう一
ひと

つはボランティア活動
かつどう

に

参加
さ ん か

することです。 

 以前
い ぜ ん

、趣味
し ゅ み

を人
ひと

から聞
き

かれたら、私
わたし

の答
こた

え

は読書
どくしょ

や映画
え い が

などでしたが、最近
さいきん

の趣味
し ゅ み

は

料理
りょうり

を作
つく

ることとロードバイクになりました。 

以前
い ぜ ん

は、料理
りょうり

はただお腹
なか

を満
み

たすためにす

ること、料理
りょうり

を作
つく

るのは時間
じ か ん

の無駄
む だ

だと思
おも

っ

ていました。ある日
ひ

、日本人
に ほ ん じ ん

の友達
ともだち

の家
いえ

へ遊
あそ

び

に行
い

きました。家
いえ

の台 所
だいどころ

で様々
さまざま

なキッチン

用品
ようひん

の多
おお

さと彼女
かのじょ

が作
つく

ってくれた料理
りょうり

の美味
お い

鮑
ほう

さんは、日本
に ほ ん

に来
き

て、日本
に ほ ん

と日本人
に ほ ん じ ん

の良
よ

い点
てん

をたくさん理解
り か い

され、日本語
に ほ ん ご

をもっと深
ふか

く

勉 強
べんきょう

しようとしています。彼女
かのじょ

のスピーチは他
ほか

の外国
がいこく

の方々
かたがた

にも良
よ

い影 響
えいきょう

をあたえると

思
おも

います。 

日本
に ほ ん

に来
き

て余裕
よ ゆ う

ができ、中 国
ちゅうごく

に住
す

んでいる

時
とき

にはなかった 新
あたら

しい生
い

き甲斐
が い

を見
み

つけ

ました。一
ひと

つは 新
あたら

しい趣味
し ゅ み

です。（ロード

バイクや料理
りょうり

）、もう一
ひと

つは他
ほか

の人
ひと

の役
やく

に立
た

つボランティアを 考
かんが

えています。 
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しさに 驚
おどろ

きました。店
みせ

だけで作
つく

れると思
おも

って

いた料理
りょうり

も彼女
かのじょ

が全部
ぜ ん ぶ

自分
じ ぶ ん

で作
つく

ります。その

後
あと

、私
わたし

も自宅
じ た く

で彼女
かのじょ

からもらったレシピを見
み

ながら、ちゃんと料理
りょうり

を作
つく

り始
はじ

めました。

料理作
りょうりづく

りの 間
あいだ

は 心
こころ

が落
お

ち着
つ

け、自分
じ ぶ ん

が作
つく

っ

た美味
お い

しい料理
りょうり

を食
た

べると、満足感
まんぞくかん

が溢
あふ

れて

来
き

ます。美味
お い

しい料理
りょうり

を作
つく

れば作
つく

るほど、料理
りょうり

がどんどん好
す

きになってしまいます。 

 

ロードバイクと言
い

えば、以前
い ぜ ん

はただ交通
こうつう

手段
しゅだん

の一
ひと

つ、出掛
で か

けたら 車
くるま

の方
ほう

がもっと楽
らく

、

ロードバイクに乗
の

るのは時間
じ か ん

とお金
かね

の無駄
む だ

だ

と思
おも

っていました。今
いま

住
す

んでる家
いえ

の近所
きんじょ

に

境 川
さかいがわ

があります。休
やす

みの日
ひ

、年齢
ねんれい

を問
と

わず、

川沿
か わ ぞ

いでハイスピードでロードバイクに乗
の

る

人
ひと

の 姿
すがた

をよく見
み

かけました。調
しら

べたら、

境川沿
さかいかわぞ

いに自転車
じ て ん し ゃ

専用
せんよう

道路
ど う ろ

がまっすぐ江
え

ノ島
しま

まで延
の

びています。そこで、 私
わたし

も 体
からだ

を動
うご

か

すために、中古店
ちゅうこてん

でロードバイクを手
て

に入
い

れ

ました。ロードバイクで走
はし

ってみると、以前
い ぜ ん

は

すごく遠
とお

いと思
おも

っていた江
え

ノ島
しま

は一時間
い ち じ か ん

ぐら

いで着
つ

けました。途中
とちゅう

、疲
つか

れて 諦
あきら

めたかった

時
とき

もありましたが、目的地
も く て き ち

に着
つ

いた瞬 間
しゅんかん

、海
うみ

の景色
け し き

が広
ひろ

がり、気分
き ぶ ん

がすっごくスッキリし

ました。その後
あと

、ロードバイクで、大和
や ま と

の家
いえ

か

ら横須賀
よ こ す か

とお台場
だ い ば

までも行
い

きました。ロード

バイクで体 力
たいりょく

アップとストレスを発散
はっさん

する

他
ほか

に、普段
ふ だ ん

あまり行
い

かない町
まち

へも行
い

けるよう

になり、新
あたら

しい風景
ふうけい

と人
ひと

も目
め

に入
はい

って来
き

ます。

この２
ふた

つ 新
あたら

しい趣味
し ゅ み

で、 私
わたし

の生活
せいかつ

は以前
い ぜ ん

よ

りもっと充 実
じゅうじつ

するようになりました。 

 

ボランティアの日本語
に ほ ん ご

教 室
きょうしつ

も 私
わたし

に大
おお

きな

影 響
えいきょう

を与
あた

えてくれました。先生
せんせい

達
たち

は予想
よ そ う

以上
いじょう

にやさしく、親身
し ん み

に生徒
せ い と

に接
せっ

してくれます。

ある先生
せんせい

は足
あし

に怪我
け が

した時
とき

も、授 業
じゅぎょう

を休
やす

まず、

長時間
ちょうじかん

電車
でんしゃ

に乗
の

って 授 業
じゅぎょう

をしに来
き

てくださ

いました。 私
わたし

は日本
に ほ ん

に来
き

たばかりの時
とき

は、

日本語
に ほ ん ご

が全然
ぜんぜん

できなかったので、電車
でんしゃ

に乗
の

る

時
とき

や買
か

い物
もの

する時
とき

もドキドキしました。専門
せんもん

の日本語
に ほ ん ご

学校
がっこう

は家
いえ

から遠
とお

いし、学費
が く ひ

も高
たか

いの

で、悩
なや

んでいました。でも、このボランティ

ア日本語
に ほ ん ご

教 室
きょうしつ

のおかげで、 私
わたし

は昨年
さくねん

１２月
がつ

に日本語
に ほ ん ご

能 力
のうりょく

試験
し け ん

１ 級
きゅう

に合格
ごうかく

できました。

ボランティアの先生
せんせい

達
たち

が一生懸命
いっしょうけんめい

日本語
に ほ ん ご

を

教
おし

えてくださる 姿
すがた

を見
み

ると、 私
わたし

もこれから

自分
じ ぶ ん

の 力
ちから

で人
ひと

を支
ささ

えられたら良
よ

いナ、と思
おも

う

ようになりました。 

私
わたし

が日本
に ほ ん

の大和市
や ま と し

で暮
く

らして以来
い ら い

、見
み

つけ

た２
ふた

つの 新
あたら

しい生
い

き甲斐
が い

はこれからも続
つづ

け

ていくつもりです。 

 

もう一
ひと

つわかった事
こと

があります。生
い

き甲斐
が い

は決
き

まっているものではなく、探
さが

して行
い

くも

のなのではないか、ということです。  

ここで紹 介
しょうかい

しました 私
わたし

の日本
に ほ ん

での生活
せいかつ

が

みなさんの参考
さんこう

になれば 幸
さいわ

いです。  

ご清 聴
せいちょう

ありがとうございました。 

 

 

 

●来 場 者
らいじょうしゃ

・発 表 者
はっぴょうしゃ

からの応援
おうえん

メッセージ 

 

 

 

 

 

・鮑
ほう

さん 新
あたら

しい生
い

きがいにむけて努力
どりょく

することが、あなたの日本
に ほ ん

での生活
せいかつ

を豊
ゆた

かにしてくれる

と思
おも

います。そしてそれを他
ほか

の方
かた

にも分
わ

けて下
くだ

さい。（きのした） 

・日本
に ほ ん

で発見
はっけん

した趣味
し ゅ み

を大切
たいせつ

にして下
くだ

さい。日本語
に ほ ん ご

、上手
じょうず

でした。 

・ホウさん ロードバイク・・・すてきですね。わたしもトライしたくなりました。（ひろこ） 
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・NI合格
ごうかく

は鮑
ほう

さんの努力
どりょく

の結果
け っ か

です。これからもいろいろなことにチャレンジして下
くだ

さい。

 (酒井
さ か い

) 

・鮑
ほう

さん 色々
いろいろ

冒険
ぼうけん

しているようですね。日本
に ほ ん

での生活
せいかつ

を楽
たの

しんでいる様子
よ う す

がよくわかり

ました。 

・ホウさん ロードバイクで海
うみ

まで行
い

った時
とき

のさわやかな疲
つか

れが気持
き も

ち良
よ

かったでしょう

ね。日本語
に ほ ん ご

もずっと勉 強
べんきょう

を続
つづ

けてください。 

・鮑
ほう

さん 落
お

ちついてゆっくり発 表
はっぴょう

できましたね。練 習
れんしゅう

のときより、ずっと上手
じょうず

でした。

すばらしかったです。（すとう） 

・幸会幸会。 

・世
よ

の中
なか

はお金
かね

だけではありません。効率
こうりつ

だけでもありません。人
ひと

を含
ふく

めた自然
し ぜ ん

に素直
す な お

に

向
む

き合
あ

うことが大事
だ い じ

です。(出羽
で わ

はじめ) 

・生
い

き甲斐
が い

はいつも 新
あたら

しいことに挑 戦
ちょうせん

することなのですね。素晴
す ば ら

しい。(牧野
ま き の

) 

・人生
じんせい

は趣味
し ゅ み

をはやく見
み

つけてたのしくすることは一番
いちばん

大事
だ い じ

だと思う。（ハンより） 

・あなたのスピーチはおもしろくてたのしかったです。よくできました。（パメラ） 

・鮑
ほう

さん これからも生
い

き甲斐
が い

を探
さが

して暮
く

らしを充 実
じゅうじつ

させてください。(竹下
たけした

) 

・鮑
ほう

さんへ 教 室
きょうしつ

で練 習
れんしゅう

していた時
とき

は小
ちい

さな声
こえ

でしたが今日
き ょ う

は大
おお

きい声
こえ

でハキハキと

発 表
はっぴょう

できたのでとても良
よ

かったですよ。(つきみ野
の

あいうえお ヤマオカ) 

・鮑
ほう

さん 練 習
れんしゅう

の時
とき

より大
おお

きな声
こえ

で発 表
はっぴょう

できましたね。とても良
よ

かったです。(つきみ野
の

あいうえお 若 林
わかばやし

) 

・これからも料理
りょうり

やロードバイクに加
くわ

え新
あら

たなことも楽
たの

しんでください。（Sachiyo） 

・とってもよかった！ありがとうございました。^o^（ナタリア） 

・ホウさん 自分
じ ぶ ん

の生
い

きがいをみつけられて良
よ

かったですね！（IFC 長谷部
は せ べ

） 

・いつもと違
ちが

ったホウさんに出会
で あ

えたと思
おも

いました。（いつもはちょっとひかえめですネ。）

 ここをスタートに大
おお

きくはばたいて下
くだ

さい。(望月
もちづき

) 

・ホウさんのスピーチを聞
き

いて、とても勉 強
べんきょう

になりました。とてもわかりやすかったで

す。 

・加油。 

・鮑
ほう

さん 趣味
し ゅ み

を生
い

かして日本
に ほ ん

での生活
せいかつ

を楽
たの

しんでください。 
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発 表 者
はっぴょうしゃ

11  ●出 身
しゅっしん

・ルーツ 

 ディンダ 麗子
れ い こ

  インドネシア 

 

●日本
に ほ ん

に来
き

たのはいつ？ 

 201５年
ねん

3月
がつ

 

●発 表 者
はっぴょうしゃ

コメント 

  

 

 

 

●推薦者
すいせんしゃ

コメント 【神奈川
か な が わ

県立
けんりつ

座間
ざ ま

総合
そうごう

高等
こうとう

学校
がっこう

 今井
い ま い

美幸
み ゆ き

先生
せんせい

】 

 

 

 

 

 

スピーチタイトル 「 扉
とびら

を開
あ

けて」 

 

異文化
い ぶ ん か

の中
なか

で生活
せいかつ

するには、言葉
こ と ば

の壁
かべ

、

習 慣
しゅうかん

の壁
かべ

、考
かんが

え方
かた

の壁
かべ

、など、いくつもの壁
かべ

があります。でも、高
たか

く見
み

える壁
かべ

にも、どこ

かに 扉
とびら

があるはずです。ちょっと勇気
ゆ う き

を出
だ

し

て、 扉
とびら

を押
お

してみる。 扉
とびら

の向
む

こうには、ど

んな世界
せ か い

が広
ひろ

がっているんだろう。そんなわ

くわくする気持
き も

ちが、 私
わたし

は好
す

きです。 

今日
き ょ う

は 私
わたし

の人生
じんせい

の 扉
とびら

についてお話
はな

ししたい

と思
おも

います。 

 

 まず一
ひと

つ目
め

は、日本語
に ほ ん ご

の 扉
とびら

です。 私
わたし

はイ

ンドネシアのバリ島
とう

で生
う

まれました。 私
わたし

の

祖母
そ ぼ

は日本人
に ほ ん じ ん

で、若
わか

い頃
ころ

、日本
に ほ ん

の大学
だいがく

に留 学
りゅうがく

していた祖父
そ ふ

と知
し

り合
あ

い、結婚
けっこん

して、インド

ネシアに移
うつ

り住
す

みました。 私
わたし

は祖母
そ ぼ

と母
はは

の

影 響
えいきょう

で、日本
に ほ ん

に興味
きょうみ

を持
も

つようになり、「い

つか日本
に ほ ん

へ行
い

って勉 強
べんきょう

したい」と強
つよ

く思
おも

うよ

うになりました。そんな 私
わたし

の願
ねが

いをかなえる

ために、２０１５年
ねん

、私
わたし

は両 親
りょうしん

と日本
に ほ ん

へ来
き

ま

した。 

 

 日本
に ほ ん

へ来
き

てから、 私
わたし

は両 親
りょうしん

のためにも、

一生懸命
いっしょうけんめい

勉 強
べんきょう

し、そして去年
きょねん

、座間
ざ ま

総合
そうごう

高校
こうこう

に 入 学
にゅうがく

しました。座間
ざ ま

総合
そうごう

高校
こうこう

には、在県
ざいけん

外国人
がいこくじん

のための特別
とくべつ

な入試
にゅうし

制度
せ い ど

があり、フィ

リピン、中 国
ちゅうごく

、スリランカ、ベトナムなど、

様々
さまざま

な国
くに

の生徒
せ い と

が在籍
ざいせき

しています。 

学校
がっこう

では「ザイケン」と呼
よ

ばれています。 

 

 入学後
にゅうがくご

ザイケンの人
ひと

たちとは、異文化
い ぶ ん か

の中
なか

クラスメイトとも積 極 的
せっきょくてき

に関
かか

わりを持
も

ち、良
よ

い関係
かんけい

を築
きず

けています。授 業
じゅぎょう

や学校
がっこう

行事
ぎょうじ

に

も前向
ま え む

きに取
と

り組
く

み、何事
なにごと

にも一生懸命
いっしょうけんめい

取
と

り組
く

んでいます。真面目
ま じ め

で向 上
こうじょう

心
しん

、好奇心
こ う き し ん

が

非常
ひじょう

に高
たか

く信頼
しんらい

できる生徒
せ い と

です。 

 

日本
に ほ ん

語
ご

に興味
きょうみ

があり日本語力
にほんごりょく

を高
たか

めたくて、

このスピーチ大会
たいかい

にチャレンジしました。

全 力
ぜんりょく

で頑張
が ん ば

ります。よろしくお願
ねが

いします。 
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で暮
く

らす大変
たいへん

さを共 有
きょうゆう

できる安心感
あんしんかん

もあり、

すぐに仲良
な か よ

くなりました。その一方
いっぽう

で、日本人
に ほ ん じ ん

の生徒
せ い と

とは、なかなか親
した

しくなれませんでし

た。日本語
に ほ ん ご

を間違
ま ち が

えて、相手
あ い て

を怒
おこ

らせてしま

うのではないかとか、相手
あ い て

に失礼
しつれい

なことを言
い

ってしまうのではないか、という不安
ふ あ ん

があっ

たからです。 

 

 ある昼休
ひるやす

み、同
おな

じクラスの花
はな

ちゃんという

子
こ

が、 私
わたし

に話
はな

しかけてきました。 

「ねえ、ザイケンって何
なに

？」 

先生
せんせい

が 私
わたし

たちのことを、「ザイケンの生徒
せ い と

」

と言
い

うので、 私
わたし

に質問
しつもん

したのです。 私
わたし

はザ

イケンについて、説明
せつめい

しました。日本
に ほ ん

へ来
き

て、

まだ１、２年
ねん

くらいしかたっていなくて、

日本語
に ほ ん ご

がすごく 難
むずか

しくて、だから漢字
か ん じ

のテス

トとかできないし、先生
せんせい

に質問
しつもん

されてもわか

らないんだよ。。。 私
わたし

はあまり自信
じ し ん

のない

日本語
に ほ ん ご

で、一生懸命
いっしょうけんめい

説明
せつめい

しました。すると花
はな

ちゃんは、「へえ！そうなんだ！知
し

らなかった。 

じゃあ、 私
わたし

も助
たす

けないとだめだね。」そして

「 私
わたし

は日本人
に ほ ん じ ん

なのに、全然
ぜんぜん

がんばってない

ね。」と言
い

いました。花
はな

ちゃんは、他
ほか

の友
とも

だち

にも、ザイケンのことを伝
つた

えてくれて、それ

からは、漢字
か ん じ

のテストのときなど、「一緒
いっしょ

に

勉 強
べんきょう

しよう」と言
い

って、助
たす

けてくれました。 

 

 私
わたし

はそのとき、日本人
に ほ ん じ ん

に対
たい

して壁
かべ

を作
つく

って

いたのは自分
じ ぶ ん

自身
じ し ん

なのだと気
き

づきました。 

共 通 点
きょうつうてん

だけでつながる関係
かんけい

は、楽
らく

ですが、つ

まらないです。 扉
とびら

を押
お

して外
そと

に出
で

てみたら、

楽
たの

しい世界
せ か い

が広
ひろ

がっていました。 

 

 二
ふた

つ目
め

の 扉
とびら

は、アメリカでの体験
たいけん

です。２

年生
ねんせい

になる今年
こ と し

の春
はる

、私
わたし

は高校
こうこう

の姉妹校
し ま い こ う

訪問
ほうもん

に参加
さ ん か

し、２週 間
しゅうかん

アメリカに滞在
たいざい

しました。

姉妹校
し ま い こ う

の生徒
せ い と

の家
いえ

にホームステイをしながら、

現地
げ ん ち

の学校
がっこう

に通
かよ

うのですが、そこで少
すこ

し困
こま

っ

たことが起
お

きました。同
おな

じ高校
こうこう

に通
かよ

う 私
わたし

のホ

ストシスターには、ボーイフレンドがいて、

学校
がっこう

でも、放課後
ほ う か ご

も、いつもそのボーイフレ

ンドが一緒
いっしょ

なのです。まるで 私
わたし

の存在
そんざい

が見
み

え

ないかのように、目
め

の前
まえ

で熱
あつ

いハグをしたり

熱烈
ねつれつ

なキスをしたり。しかも、二人
ふ た り

の会話
か い わ

の

スピードについていけず、 私
わたし

はとぼとぼと 

二人
ふ た り

の後
うし

ろをついていくだけでした。これも

アメリカスタイルなのかと初
はじ

めは思
おも

いました

が、このままでは、英語
え い ご

を使
つか

う機会
き か い

も少
すく

なく、

何
なん

のためにアメリカまで来
き

たのかわかりませ

ん。言
い

うべきか、我慢
が ま ん

すべきか。言
い

うにして

も、私
わたし

の英語力
えいごりょく

で、果
は

たして気持
き も

ちが相手
あ い て

に

ちゃんと伝
つた

わるのか。 

 

 悩
なや

んでいるうちに、ホームステイも、あと

二日
ふ つ か

になりました。私
わたし

はついに自分
じ ぶ ん

の気持
き も

ち

を伝
つた

える決心
けっしん

をしました。そして、思
おも

いは伝
つた

わ

りました。ほっとしました。翌日
よくじつ

からは二人
ふ た り

で、

スーパーへ買
か

い物
もの

に行
い

ったり、 話
はなし

をしたり。

彼女
かのじょ

は 私
わたし

のために行動
こうどう

してくれるようにな

りました。とても重
おも

い 扉
とびら

でしたが、あきらめ

ずに、勇気
ゆ う き

を出
だ

して押
お

してみて、よかったと思
おも

いました。 

 

 最後
さ い ご

の 扉
とびら

は、 私
わたし

の未来
み ら い

にあります。それ

は、いつか、インドネシアに日本語
に ほ ん ご

の学校
がっこう

を作
つく

ることです。 昔
むかし

、祖母
そ ぼ

が 私
わたし

に教
おし

えてくれた

ように、日本語
に ほ ん ご

だけでなく、あいさつや礼儀
れ い ぎ

、

人
ひと

に対
たい

する思
おも

いやりなど、日本
に ほ ん

の良
よ

い文化
ぶ ん か

や

教 育
きょういく

を取
と

り入
い

れた学校
がっこう

です。その 扉
とびら

はとて

も大
おお

きくて、開
ひら

くころには、おばあちゃんに

なっているかもしれません。でも、「急
いそ

がば回
まわ

れ」。祖母
そ ぼ

が教
おし

えてくれた言葉
こ と ば

のように、 

一歩
い っ ぽ

一歩
い っ ぽ

、夢
ゆめ

に向
む

かって、頑張
が ん ば

っていきたい

と思
おも

います。 
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●来 場 者
らいじょうしゃ

・発 表 者
はっぴょうしゃ

からの応援
おうえん

メッセージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・高校生
こうこうせい

らしい純 真
じゅんしん

さで、 扉
とびら

を開
あ

けてゆく行
こう

動 力
どうりょく

に感心
かんしん

しました。将 来
しょうらい

の夢
ゆめ

の 扉
とびら

も開
あ

けて

ください。(原田
は ら だ

) 

・是非
ぜ ひ

インドネシアに日本
に ほ ん

文化
ぶ ん か

全体
ぜんたい

を教
おし

える素晴
す ば ら

しい学校
がっこう

を作
つく

ってください。(出羽
で わ

はじめ) 

・ディンダ 頑張
が ん ば

りました！！ネ。これからたくさんの 扉
とびら

を開
あ

けていってください♡（Fukui）

・ディンダさん 勇気
ゆ う き

を出
だ

して 扉
とびら

を開
あ

けていく 姿
すがた

はとても良
よ

いと思
おも

います。３番
ばん

目
め

の 扉
とびら

を開
あ

けて夢
ゆめ

を実現
じつげん

してください。 

・ディンダさん 自分
じ ぶ ん

で押
お

して開
ひら

いた 扉
とびら

、 私
わたし

も見習
み な ら

いたいと思
おも

います。ありがとう。 

（IFC 長谷部
は せ べ

） 

・高校
こうこう

生活
せいかつ

の生
い

き生
い

きした様子
よ う す

がとてもよく伝
つた

わりました。扉
とびら

を開
ひら

いて夢
ゆめ

を実現
じつげん

してください。

(酒井
さ か い

) 

・ディンダさん 表 現 力
ひょうげんりょく

豊
ゆた

かなスピーチ、とても良
よ

かったです。ディンダさんはチャレンジ

ャーですね。いつの日
ひ

か学校
がっこう

も作
つく

れるといいですね！応援
おうえん

しています。 

・Exellent speech delivery just like a pro. 

・”♡”すごくかっこよかったよ！！ 

・You did really well. Good job! ^o^ 

・ディンダさん 異
こと

なる文化
ぶ ん か

の人
ひと

との交 流
こうりゅう

に感動
かんどう

しました。(竹下
たけした

) 

・ディンダさん 日本語
に ほ ん ご

学校
がっこう

の夢
ゆめ

実現
じつげん

させてください。 

・You are an amazing speaker!^o^ 

・共通点
きょうつうてん

がない人
ひと

たちとの関係
かんけい

を築
きず

くことの大切
たいせつ

さを貴方
あ な た

に教
おし

えてもらいました。ありがとう

♡ 



第
だい

13回
かい

にほんごで話
はな

そう！日
に

本
ほん

語
ご

スピーチ大
たい

会
かい

 

31 

発 表 者
はっぴょうしゃ

12  ●出 身
しゅっしん

・ルーツ 

 朴
ぱく

 順
すん

徳
とく

  韓国
かんこく

 

 

●日本
に ほ ん

に来
き

たのはいつ？ 

 2016年
ねん

3月
がつ

10日
か

 

●発 表 者
はっぴょうしゃ

コメント 

  

 

 

 

●推薦者
すいせんしゃ

コメント 【大和
や ま と

日本語
に ほ ん ご

教 室
きょうしつ

 藤田
ふ じ た

千賀子
ち か こ

先生
せんせい

】 

 

 

 

 
 

スピーチタイトル 「もっと 心
こころ

を開
ひら

いて」 

 

皆
みな

さん今日
こんにち

は。私
わたし

は 隣
となり

の国
くに

、韓国
かんこく

から参
まい

り

ました朴
ぱく

と申
もう

します。３年前
ねんまえ

、知
し

り合
あ

いの

紹 介
しょうかい

で主人
しゅじん

と出会
で あ

い、主人
しゅじん

の国
くに

日本
に ほ ん

で暮
く

らし

始
はじ

めました。今年
こ と し

で２年
ねん

になります。日本
に ほ ん

で

の暮
く

らしを始
はじ

めるにあたって、知
し

り合
あ

いや

友達
ともだち

から 暖
あたた

かい言葉
こ と ば

で沢山
たくさん

の勇気
ゆ う き

と応援
おうえん

を

貰
もら

い、早
はや

く日本
に ほ ん

の生活
せいかつ

に溶
と

け込
こ

みたいと願
ねが

い

ました。 

 

 私
わたし

の日本
に ほ ん

のイメージは、人
ひと

との関
かか

わりを

そんなに気
き

にしなくても、自分
じ ぶ ん

の 考
かんが

えを細
こま

か

く言
い

わなくても、生活
せいかつ

が出来
で き

る国
くに

でした。韓国
かんこく

と同
おな

じ四季
し き

があるとか、住
す

んでいる人
ひと

が似
に

て

いることとか、環 境
かんきょう

が似
に

ているとかで親
した

しみ

を感
かん

じたからかもしれません。 

 

 韓国
かんこく

にいるとき 私
わたし

は、仕事
し ご と

をしながら、

色
いろ

んな活動
かつどう

に参加
さ ん か

していました。例
たと

えば、

障 害 者
しょうがいしゃ

施設
し せ つ

で話
はな

し相手
あ い て

になる、勉 強
べんきょう

の手伝
て つ だ

いをする、服
ふく

にボタンをつけるなど、 体
からだ

が

不自由
ふ じ ゆ う

な人
ひと

を助
たす

けるボランティア活動
かつどう

などで

す。時
とき

には、相手
あ い て

の求
もと

める事
こと

をよく理解
り か い

でき

なくて意思
い し

疎通
そ つ う

に失敗
しっぱい

することもありました

が、その理由
り ゆ う

を分
わ

からないまま気
き

にしません

でした。 

 

日本
に ほ ん

で暮
く

らし始
はじ

めた時
とき

、一番
いちばん

やり遂
と

げたいと

思
おも

っていたのは日本語
に ほ ん ご

の上 達
じょうたつ

でした。相手
あ い て

を

理解
り か い

するためには、相手
あ い て

の言葉
こ と ば

を聞
き

いて分
わ

か

れば大丈夫
だいじょうぶ

、日本語
に ほ ん ご

が 上 達
じょうたつ

すれば日本人
に ほ ん じ ん

の

夫
おっと

をもっと理解
り か い

できるし、日本
に ほ ん

に溶
と

け込
こ

める

と 考
かんが

えたからです。それで主人
しゅじん

に「勉 強
べんきょう

が

本当
ほんとう

に好
す

きだね」と言
い

われるくらい、一所懸命
いっしょけんめい

朴
ぱく

さんは大変
たいへん

真面目
ま じ め

な人柄
ひとがら

であるだけでなく、常
つね

に周囲
しゅうい

を気
き

にかけ、クラスのリーダー的
てき

役割
やくわり

を果
は

たしています。また、一日
いちにち

も早
はや

く日本
に ほ ん

社会
しゃかい

に溶
と

け込
こ

みたいと積 極 的
せっきょくてき

に頑張
が ん ば

ってい

る女性
じょせい

です。今回
こんかい

のスピーチ大会
たいかい

参加
さ ん か

をきっかけに、もっと日本
に ほ ん

での交 流
こうりゅう

の輪
わ

を広
ひろ

げてい

ってほしいと願
ねが

っています。 

日本
に ほ ん

の生活
せいかつ

の中
なか

で知
し

ったこと、自分
じ ぶ ん

の 考
かんが

え、

感
かん

じたことなどを正 直
しょうじき

に話
はな

します。 



第
だい

13回
かい

にほんごで話
はな

そう！日
に

本
ほん

語
ご

スピーチ大
たい

会
かい

 

32 

日本語
に ほ ん ご

を勉 強
べんきょう

しました。 

 しかし日本語
に ほ ん ご

を 勉 強
べんきょう

しているうちに言葉
こ と ば

は勿論
もちろん

話
はな

している人
ひと

の 心
こころ

の奥底
おくそこ

まで理解
り か い

で

きるようになりたいという欲
よく

がどんどん芽生
め ば

えてきました。言葉
こ と ば

だけでは人
ひと

と人
ひと

の 心
こころ

の壁
かべ

は乗
の

り越
こ

えられないと気
き

づいたからです。 

 韓国
かんこく

の障 害 者
しょうがいしゃ

施設
し せ つ

での経験
けいけん

を思
おも

い出
だ

しま

した。あの時
とき

、横
よこ

になっている人
ひと

が、ベッド

の 敷物
しきもの

が 外
はず

れ て い る こ と を 伝
つた

え た く て

一所懸命体
いっしょけんめいからだ

を動
うご

かしていましたが 私
わたし

は気
き

が

付
つ

かなくて、ほかのことをやり続
つづ

けました。人
ひと

の意思
い し

表 現
ひょうげん

は言葉
こ と ば

ではなく 表 情
ひょうじょう

、眼差
ま な ざ

し、

身振
み ぶ

りなどでも伝
つた

えられるのに、その時
とき

の 私
わたし

は、それを受
う

け取
と

る 心
こころ

をもっていませんでし

た。ボランティアの精神
せいしん

はあったつもりです

が、相手
あ い て

の 心
こころ

の中
なか

まで理解
り か い

していなかったの

です。 

 

 そこで、今
いま

私
わたし

に出来
で き

ることは何
なに

かを探
さが

し、

自分
じ ぶ ん

からいろいろな 催
もよお

しに参加
さ ん か

してみるこ

とに決
き

めました。去年
きょねん

の 12月
がつ

には、日本語
に ほ ん ご

教 室
きょうしつ

の交 流 会
こうりゅうかい

の司会
し か い

に挑 戦
ちょうせん

しました。さま

ざまな国
くに

から来
き

て集
あつ

まっている人
ひと

達
たち

と目
め

と目
め

を合
あ

わせ、聞
き

く人
ひと

を思
おも

いながら 話
はなし

がしっかり

伝
つた

わるように頑張
が ん ば

りましたが、同時
ど う じ

にコミュ

ニケーションの 難
むずか

しさも感
かん

じました。 

 そして、今年
こ と し

は大和市
や ま と し

消 防
しょうぼう

本部
ほ ん ぶ

で実施
じ っ し

した

救 命
きゅうめい

講 習
こうしゅう

を５回
かい

受
う

けました。講 習
こうしゅう

では心肺
しんぱい

蘇生
そ せ い

と胸 骨
きょうこつ

圧迫
あっぱく

、人工
じんこう

呼吸
こきゅう

、ＡＥＤの使
つか

い方
かた

、

傷
しょう

病 者
びょうしゃ

や乳児
にゅうじ

の手当
て あ

て等
など

を学
まな

び、 上 級
じょうきゅう

救 命
きゅうめい

技能
ぎ の う

認 定 証
にんていしょう

を 頂
いただ

きました。これらの

経験
けいけん

を通
つう

じて 私
わたし

は、自信
じ し ん

を持
も

つことが出来
で き

ま

した。 

 

 日本
に ほ ん

に来
き

て２年
ねん

、 私
わたし

は最初
さいしょ

に思
おも

っていた

日本
に ほ ん

のイメージを思
おも

い直
なお

すことになりました。

人
ひと

はだれでも、どこで住
す

んでいても、憂鬱
ゆううつ

と

か、もどかしい気持
き も

ちを経験
けいけん

するでしょう。

だからこそ、自分
じ ぶ ん

から 心
こころ

を開
ひら

いて人
ひと

と向
む

き合
あ

い、いろいろなことに挑 戦
ちょうせん

することが大切
たいせつ

だ

と分
わ

かりました。周
まわ

りの人
ひと

の声
こえ

にまず、耳
みみ

を

傾
かたむ

けましょう。そういうささやかなことから、

お互
たが

いの気持
き も

ちを理解
り か い

できるし、励
はげ

みと勇気
ゆ う き

を貰
もら

って、また頑張
が ん ば

れると思
おも

います。 

 

 これから 私
わたし

は、日本語
に ほ ん ご

の勉 強
べんきょう

に加
くわ

えて、

できるだけたくさんの活動
かつどう

に参加
さ ん か

し、より人
ひと

との関
かか

わりを大事
だ い じ

に築
きず

いていきたいです。 

 皆
みな

さん、これからもっともっと 心
こころ

を開
ひら

いて

お互
たが

いに励
はげ

まし合
あ

いながらたくさん、良
よ

い思
おも

い出
で

を作
つく

り、もっと 幸
しあわ

せになりましょう。 

 

 

 

●来 場 者
らいじょうしゃ

・発 表 者
はっぴょうしゃ

からの応援
おうえん

メッセージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

・朴
ぱく

さん とても内容
ないよう

のあるすばらしいスピーチでした。いろいろなことに参加
さ ん か

し 新
あたら

しい世界
せ か い

を

広
ひろ

げていますね。努力
どりょく

に感服
かんぷく

します。 

・スピーチすごくききやすくて素晴
す ば ら

しいです。 

・朴
ぱく

さん 色々
いろいろ

な事
こと

にちょうせんしてすごいですね。「 心
こころ

を開
ひら

く」ことは日本人
に ほ ん じ ん

同士
ど う し

でもむずか

しいです。頑張
が ん ば

ってください！（きのした） 

・日本人
に ほ ん じ ん

として生
い

きていく、いこうとしている朴
ぱく

さんの強
つよ

い意志
い し

を感
かん

じる内容
ないよう

でした。 
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・朴
ぱく

さん 相手
あ い て

を理解
り か い

する、想
おも

うことは日本人
に ほ ん じ ん

同士
ど う し

でも 難
むずか

しいです。朴
ぱく

さんの姿勢
し せ い

を見習
み な ら

いた

いと思
おも

います。(竹下
たけした

) 

・朴
ぱく

さん とても落
お

ち着
つ

いて説得力
せっとくりょく

があるスピーチでした。頑張
が ん ば

りましたね。 

・朴
ぱく

さんへ スピーチがとてもわかりやすいです。迫力感
はくりょくかん

があるスピーチでした。さすがです

ね！朴
ぱく

さんは日本
に ほ ん

にとってとても貴重
きちょう

な存在
そんざい

だと思
おも

います。朴
ぱく

さんの声
こえ

をもっと周
まわ

りに届
とど

け

るように！！！ 

・パクさん いろいろなことに挑 戦
ちょうせん

することの大切
たいせつ

さを日本語
に ほ ん ご

で伝
つた

えてくれてありがとう！！

（IFC 長谷部
は せ べ

） 

・朴
ぱく

さんへ 心
こころ

を開
ひら

くことは本当
ほんとう

に大切
たいせつ

ですね。心
こころ

を通
かよ

わせるためのポイントだと思
おも

います。

ありがとうございました。（さいとう） 

・朴
ぱく

さん 朴
ぱく

さんのスピーチから大切
たいせつ

なことを学
まな

びました。ありがとう！（ひろこ） 

・人
ひと

と人
ひと

との 心
こころ

の壁
かべ

。よいお 話
はなし

でしたね。真剣
しんけん

なお気持
き も

ちが伝
つた

わってきました。（すとう） 

・これからもいろいろな事
こと

にチャレンジして視野
し や

を広
ひろ

げて下
くだ

さい。でも無理
む り

をしないでくださ

い。(酒井
さ か い

) 

・朴
ぱく

さん これからも人
ひと

との出会
で あ

いを大切
たいせつ

にしていろんな経験
けいけん

をしてください。 
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発 表 者
はっぴょうしゃ

13  ●出 身
しゅっしん

・ルーツ 

 アリ アクマル ルトフィ マウラナ  インドネシア 

 

●日本
に ほ ん

に来
き

たのはいつ？ 

 2016年
ねん

4月
がつ

11日
にち

 

●発 表 者
はっぴょうしゃ

コメント 

  

 

 

 

 

 

●推薦者
すいせんしゃ

コメント 【伊藤
い と う

洋介
ようすけ

さん】 

伊藤 

 

 

 

 

 

スピーチタイトル 「出会
で あ

いが 私
わたし

を作
つく

る」 

 

皆
みな

さん、こんにちは。インドネシアから来
き

た

アリと申
もう

します。およそ二年前
に ね ん ま え

、技能
ぎ の う

実 習 生
じっしゅうせい

 

として日本
に ほ ん

に参
まい

りました。今
いま

、海老名市
え び な し

にあ

る自動車
じ ど う し ゃ

部品
ぶ ひ ん

工 業
こうぎょう

株式
かぶしき

会社
がいしゃ

で技能
ぎ の う

実 習
じっしゅう

を受
う

けています。よろしくお願
ねが

いいたします。 

高校
こうこう

入 学
にゅうがく

以来
い ら い

、 私
わたし

はなぜ日本
に ほ ん

のような小
ちい

さい国
くに

でも、発展
はってん

・進歩
し ん ぽ

することができたの

か、もっと知
し

りたいと 考
かんが

えていました。日本
に ほ ん

は学
まな

ぶべき面白
おもしろ

い国
くに

だと思
おも

いましたので日本
に ほ ん

に行
い

くためには先
ま

ず日本語
に ほ ん ご

を勉 強
べんきょう

し、その後
ご

日本
に ほ ん

で技術
ぎじゅつ

を学
まな

びたいという気持
き も

ちが大
おお

きく

なってきたのです。日本
に ほ ん

に行
い

くためにはどう

すればいいのかなどといつも 考
かんが

えていまし

た。そして、日本
に ほ ん

に行
い

くという強
つよ

い意志
い し

で、

技能
ぎ の う

実 習 生
じっしゅうせい

としての道
みち

を見
み

つけました。 

 

日本
に ほ ん

はいい国
くに

ですから、日本
に ほ ん

に来
き

たいと 考
かんが

えている友達
ともだち

も多
おお

かったのですが、技能
ぎ の う

実 習 生
じっしゅうせい

として日本
に ほ ん

に来
く

るということは非
ひ

常
じょう

に 難
むずか

しい選択
せんたく

で、来
く

ることができた友達
ともだち

は多
おお

くはありません。なぜかと言
い

いますと、体 力
たいりょく

検査
け ん さ

や健康
けんこう

診断
しんだん

を受
う

けて元気
げ ん き

で健康
けんこう

な 体
からだ

で

あることと、３年間
ねんかん

の故郷
ふるさと

を離
はな

れた実 習
じっしゅう

です

のでメンタルな面
めん

でも強
つよ

くないといけません。

ほかには複雑
ふくざつ

な数学
すうがく

のテストもありました。 

 

技能
ぎ の う

実 習 生
じっしゅうせい

として日本
に ほ ん

へ来
き

て２年
ねん

のアリさんは、礼儀
れ い ぎ

正
ただ

しく、まじめで、日本語
に ほ ん ご

学 習
がくしゅう

に

も意欲
い よ く

のある人
ひと

です。来日
らいにち

当初
とうしょ

から一生懸命
いっしょうけんめい

実 習
じっしゅう

に取
と

り組
く

んでいます。このスピーチ大会
たいかい

でもたくさんいる会社
かいしゃ

の実 習 生
じっしゅうせい

の仲間
な か ま

たちの代 表
だいひょう

として立派
り っ ぱ

なスピーチをしてくれると

思
おも

い、アリさんを推薦
すいせん

します。 

私
わたし

は2年間
ねんかん

日本
に ほ ん

にすんでいますが日本語
に ほ ん ご

が

まだうまく話
はな

せないので、インドネシアに

帰
かえ

る前
まえ

にこのスピーチ大会
たいかい

に参
さん

加
か

すると良
よ

いと思
おも

いました。また、このスピーチ大会
たいかい

が

忘
わす

れられない経験
けいけん

になると思
おも

います。 
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 2016年
ねん

4月
がつ

になってやっと技能
ぎ の う

実 習 生
じっしゅうせい

として日本
に ほ ん

に来
く

ることができました。 

日本
に ほ ん

に来
き

たばかりの頃
ころ

、私
わたし

は仕事
し ご と

や日本語
に ほ ん ご

や日本
に ほ ん

の生活
せいかつ

習 慣
しゅうかん

についてあまり知識
ち し き

があ

りませんでした。一番
いちばん

心配
しんぱい

していたのは、

日本語
に ほ ん ご

を話
はな

す事
こと

と聞
き

き取
と

る事
こと

でした。ある時
とき

など、仕事中
しごとちゅう

に、仕事
し ご と

のやり方
かた

を忘
わす

れてしま

ったので、日本語
に ほ ん ご

で会社
かいしゃ

の先輩
せんぱい

に聞
き

いている

つもりなのに先輩
せんぱい

は何
なに

を言
い

っているのかよく

わからないというような顔
かお

を見
み

せ、返事
へ ん じ

をし

てくれませんでした。私
わたし

の日本語
に ほ ん ご

のレベルで

は通
つう

じないのかとショックでした。 

それから、私
わたし

は仕事
し ご と

中
ちゅう

でも、どこかに遊
あそ

び

に出
で

かける時
とき

でも 必
かなら

ずポケットの中
なか

に鉛筆
えんぴつ

とか手帳
てちょう

とか辞書
じ し ょ

を入
い

れておき、何
なに

かわから

ない事
こと

があったらすぐ会社
かいしゃ

の先輩
せんぱい

に聞
き

いたり、

手帳
てちょう

に書
か

いておき、あとから辞書
じ し ょ

で調
しら

べたり

してわかるようにしました。 

 

 言葉
こ と ば

を学
まな

び、日本
に ほ ん

での生活
せいかつ

に慣
な

れ始
はじ

めた頃
ころ

に、私
わたし

は日本人
に ほ ん じ ん

の性格
せいかく

に、学
まな

ぶべきいい点
てん

が 

あると知
し

りました。今
いま

までのコミュニケーシ

ョンなどで次
つぎ

の二点
に て ん

が印 象
いんしょう

に残
のこ

りました。 

 一
ひと

つ目
め

は、日本人
に ほ ん じ ん

は教
おし

えることが大好
だ い す

きで

す。私
わたし

が日本
に ほ ん

に来
き

た頃
ころ

、仕事
し ご と

などわからない

場合
ば あ い

、先輩
せんぱい

に何回
なんかい

聞
き

いても、先輩
せんぱい

は 私
わたし

にゆっ

くりゆっくりと、私
わたし

が本当
ほんとう

によく理解
り か い

できる

まで、我慢
が ま ん

して教
おし

えてくれました。 

二
ふた

つ目
め

は、日本人
に ほ ん じ ん

はいつも人
ひと

に譲
ゆず

ろうとし

ます。例
たと

えば、私
わたし

が会社
かいしゃ

に行
い

く時
とき

、交通
こうつう

信号
しんごう

のない横断
おうだん

歩道
ほ ど う

を渡
わた

ろうとすると、ほとんど

の 車
くるま

の運転手
うんてんしゅ

は 車
くるま

を止
と

め、歩
ほ

行者
こうしゃ

の 私
わたし

を優
ゆう

先的
せんてき

に渡
わた

らせてくれます。運転手
うんてんしゅ

の、人
ひと

に譲
ゆず

る

優
やさ

しい態度
た い ど

、いい習 慣
しゅうかん

ですね。ただ、残念
ざんねん

な

ことに、ときたま止
と

まってくれない運転手
うんてんしゅ

も

いるので、注意
ちゅうい

することも必要
ひつよう

です。またあ

る時
とき

など、赤信号
あかしんごう

になると 車
くるま

を止
と

めなければ

ならないはずなのに、運転手
うんてんしゅ

さんが信号
しんごう

を

無視
む し

してしまい、本当
ほんとう

にびっくりした時
とき

があ

ります。ですからいくら安全
あんぜん

だなと思
おも

ってい

っても気
き

を付
つ

けることが必要
ひつよう

です。  

 

日本
に ほ ん

でのこういった一
ひと

つ一
ひと

つの出来事
で き ご と

や

出会
で あ

いが自分
じ ぶ ん

にとって、いつまでも貴重
きちょう

で忘
わす

れられない経験
けいけん

となっていて、インドネシア

に帰
かえ

りたくないと思
おも

うときもあります。 

私
わたし

は来年
らいねん

の春
はる

にはインドネシアに帰
かえ

らな

ければなりません。残
のこ

りの時間
じ か ん

を大切
たいせつ

にして

一生懸命
いっしょうけんめい

、今
いま

までと同
おな

じようにポケットに

鉛筆
えんぴつ

、手帳
てちょう

、辞書
じ し ょ

を入
い

れ、まだ知
し

らない日本語
に ほ ん ご

、

生活
せいかつ

習 慣
しゅうかん

、技術
ぎじゅつ

を勉 強
べんきょう

していくつもりです。

そして、同時
ど う じ

に、インドネシアならバリ島
とう

を

すぐ思
おも

いだしてくれる日本
に ほ ん

の人
ひと

達
たち

に、いろい

ろな種類
しゅるい

の文化
ぶ ん か

に富
と

んだインドネシアを伝
つた

え

ていきたいと 考
かんが

えています。 

 

最後
さ い ご

に、インドネシアに帰
かえ

ったら、日本
に ほ ん

で習
なら

った事
こと

や経験
けいけん

したことなどを活用
かつよう

してインド 

ネシアの発展
はってん

のために役立
や く だ

てたいと思
おも

います。 

 ご清 聴
せいちょう

ありがとうございました。 
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●来 場 者
らいじょうしゃ

・発 表 者
はっぴょうしゃ

からの応援
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・仲間
な か ま

の支
ささ

えの中
なか

でスピーチよく頑張
が ん ば

りました。「出会
で あ

いが 私
わたし

を作
つく

る」これからも辞書
じ し ょ

を持
も

って、多
おお

くの人
ひと

と交
こう

流
りゅう

してくださいね。 

・アリさん すばらしかったです。インドネシアに帰
かえ

ったら日本語
に ほ ん ご

をわすれないでね。頑張
が ん ば

って下
くだ

さい。（タティー） 

・Good job. 

・マウラナさん 残
のこ

された時間
じ か ん

、日本
に ほ ん

のことをもっと知
し

ってインドネシアの発展
はってん

のために

頑張
が ん ば

ってください。 

・インドネシアと日本
に ほ ん

の友好
ゆうこう

と発展
はってん

のため、お互
たが

い頑張
が ん ば

りましょう。(牧野
ま き の

) 

・アリさん 日本
に ほ ん

での残
のこ

りの時間
じ か ん

を楽
たの

しんでたくさんの出会
で あ

いを大切
たいせつ

にしてくださいね。 

（IFC 長谷部
は せ べ

） 

・アリさん 残
のこ

りの期間
き か ん

も日本語
に ほ ん ご

の勉 強
べんきょう

をがんばって、帰
かえ

ってからも日本
に ほ ん

のことを皆
みな

さんに

伝
つた

えてください。(竹下
たけした

) 

・がんばれ アリさん（ドニ） 

・とってもおもしろいぞう！ 

・ありさんへ 日本語
に ほ ん ご

はとても上手
じょうず

です。わかりやすいスピーチでした。 

・Ali さん Baggus!! (Dari KYOKUTO Harada) 

・アリさんががんばっての人
ひと

です。 

・がんばれ アリさん 

・ガンバレ！（フセイン） 

・アリさん 後
あと

チョット ガンバッテ来年
らいねん

一緒
いっしょ

にかえろう。（イワン） 

 



第
だい

13回
かい

にほんごで話
はな

そう！日
に

本
ほん

語
ご

スピーチ大
たい

会
かい

 

37 

 

 

講 評
こうひょう

 

 

 発 表 者
はっぴょうしゃ

の皆
みな

さん素晴
す ば

らしいスピーチを聞
き

かせて 頂
いただ

きありがとうございました。またご来 場
らいじょう

の皆
みな

さんご参加
さ ん か

頂
いただ

きありがとうございました。それから協 賛
きょうさん

、後援
こうえん

いただいた、各団体
かくだんたい

・企業
きぎょう

の皆様
みなさま

に感謝申
かんしゃもう

し上
あ

げます。 

 さて本日
ほんじつ

は最初
さいしょ

に紹 介
しょうかい

のあった 7人
にん

の審査
し ん さ

委員
い い ん

で審査
し ん さ

をさせていただきました。審査
し ん さ

はスピ

ーチの内容
ないよう

と表 現 力
ひょうげんりょく

という観点
かんてん

で 行
おこな

いました。 

 スピーチの内
ない

容
よう

は、各発表者
かくはっぴょうしゃ

が今
いま

・現在
げんざい

一番
いちばん

伝
つた

えたい「思
おも

い」や「 考
かんが

え」であり、表 現 力
ひょうげんりょく

はその内容
ないよう

を相手
あ い て

にわかりやすく伝
つた

える 力
ちから

だと思
おも

います。いずれにしても、日本語
に ほ ん ご

を何年
なんねん

勉 強
べんきょう

してきたか発 表 者
はっぴょうしゃ

それぞれ違
ちが

いますが、皆
みな

さんが今
いま

まで一生懸命
いっしょうけんめい

勉 強
べんきょう

し、またこれからも夢
ゆめ

や希望
き ぼ う

を実現
じつげん

するため、また生活
せいかつ

を豊
ゆた

かにするため日本語
に ほ ん ご

をさらに勉 強
べんきょう

するんだという意欲
い よ く

が

よく伝
つた

わりました。 

 そしてそれぞれの発 表
はっぴょう

については、表 彰
ひょうしょう

の時
とき

のプレゼンターのコメント並
なら

びに、メッセー

ジボードにある友達
ともだち

、先生
せんせい

や参加者
さ ん か し ゃ

の皆
みな

さんの沢山
たくさん

の感想
かんそう

や応援
おうえん

メッセージが一番
いちばん

の生
なま

の声
こえ

な

んだと思
おも

います。それらを大切
たいせつ

にし、この場
ば

で堂々
どうどう

とスピーチできたことを一番
いちばん

の自信
じ し ん

にして、

今後
こ ん ご

さらに日本語
に ほ ん ご

を磨
みが

いて 頂
いただ

きたいと思
おも

います。 

 最後
さ い ご

に 私
わたし

は大和
や ま と

市内
し な い

にある日本語
に ほ ん ご

教 室
きょうしつ

の 1 つの教 室
きょうしつ

で、微力
びりょく

ながら日本語
に ほ ん ご

学 習
がくしゅう

の支援
し え ん

を

続
つづ

けていますが、本日
ほんじつ

の発 表 者
はっぴょうしゃ

の言葉
こ と ば

にもありましたように、お互
たが

いの‘つながり’( 絆
きずな

)を

日本語
に ほ ん ご

の学 習
がくしゅう

を通
つう

じて、さらに深
ふか

めていきたいと思
おも

った次第
し だ い

です。 

 以上
いじょう

簡単
かんたん

ですが講 評
こうひょう

にかえさせて 頂
いただ

きます。本日
ほんじつ

は長時間
ちょうじかん

ありがとうございました。 

 

大和
や ま と

日本語
に ほ ん ご

支援
し え ん

ボランティアネットワーク 

代 表
だいひょう

 谷口
たにぐち

 宣
のぶ

雄
お
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受 賞 者
じゅしょうしゃ

一覧
いちらん

（ 表 彰
ひょうしょう

順
じゅん

） 

 

◎FM やまと 賞
しょう

 朴
ぱく

 順
すん

徳
とく

 

◎やまと国際
こくさい

フレンドクラブ（IFC） 賞
しょう

 鮑
ほう

 瑩
えい

蕊
ずい

 

 

アリ アクマル ルトフィ マウラナ 

◎大和
や ま と

日本語
に ほ ん ご

支援
し え ん

ボランティアネットワーク 賞
しょう

 楊
よう

 嘉
かく

敏
びん

 

 

アリ プルノモ アジ 

◎スポンサー 賞
しょう

 
フィン グェン ミン アイン 

 

パメラ ステア 

 

チェピ ヒダヤット 

 

牛
ぎゅう

 睿
ろい

杭
こう

 

 

ラミレス キヨミ 

◎大和
や ま と

市
し

教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

教
きょう

育
いく

長
ちょう

特
とく

別
べつ

賞
しょう

 元田
げ ん だ

 舞
まい

  

◎大和
や ま と

市長
しちょう

特別
とくべつ

賞
しょう

 
アンガ アスディヤンザー 

◎オーディエンス 賞
しょう

 
アリ アクマル ルトフィ マウラナ 

◎公
こう

益
えき

財
ざい

団
だん

法
ほう

人
じん

大
やま

和
と

市
し

国
こく

際
さい

化
か

協
きょう

会
かい

理
り

事
じ

長
ちょう

賞
しょう

 ディンダ 麗子
れ い こ
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